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素素
敵敵
なな
店店
がが
、、
ここ
んん
なな
とと
ここ
ろろ
にに
。。 

丘丘
のの
上上
のの
シシ
ョョ
ッッ
ププ
第第 7700回回 
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ささ
わわ
やや
書書
店店 

ＯＯ
ＲＲ
ＩＩ
ＯＯ
ＲＲ
ＩＩ
（（
オオ
リリ
オオ
リリ
）） 

ささ
んん 

盛盛
岡岡
駅駅
ビビ
ルル
・・
フフ
ェェ
ザザ
ンン
本本
館館
３３
ＦＦ 

「「
おお
守守
りり
」」
にに
しし
たた
いい
一一
冊冊
、、
っっ
てて
誰誰
にに
もも
ああ
るる
とと
思思
いい
まま
すす
。。 

「「
触触
りり
読読
みみ
」」
？？ 

今今
のの
時時
代代
、、
本本
もも
、、
現現
物物
よよ
りり
電電
子子
版版
にに
人人
気気
がが

ああ
りり
まま
すす
がが
、、
本本
のの
価価
値値
はは
、、
まま
だだ
残残
っっ
てて
いい
まま
すす
。。 

本本
をを
手手
にに
取取
っっ
てて
パパ
ララ
パパ
ララ
とと
めめ
くく
っっ
てて
みみ
るる
。。

「「
ああ
っっ
、、
ここ
んん
なな
本本
ああ
るる
んん
だだ
。。
じじ
ゃゃ
ああ
買買
おお
うう
」」

とと
思思
うう
ここ
とと
っっ
てて
、、
結結
構構
ああ
るる
とと
思思
いい
まま
すす
。。 

「「
立立
ちち
読読
みみ
」」
でで
はは
なな
くく
てて
、、「「
触触
りり
読読
みみ
」」
っっ
てて

言言
うう
んん
でで
すす
かか
ねね
（（
笑笑
））。。 

見見
てて
、、
ささ
わわ
りり
をを
読読
んん
でで
もも
らら
っっ
てて
かか
らら
選選
んん
でで

もも
らら
うう
。。 

ここ
れれ
がが
本本
屋屋
のの
イイ
イイ
とと
ここ
ろろ
でで
すす
。。
とと
にに
かか
くく
、、

店店
にに
足足
をを
運運
んん
でで
みみ
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。 

（Ｃ）Ｉ．Ｒ

当新聞で連載された小説「が丘ガール」

の登場人物「雅彦君」の雄姿です。

手にしているのは縄文土偶のお面。

高高松松ににもも配配布布さされれてていいまますす。。 

生生ままれれもも育育ちちもも盛盛岡岡でで、、緑緑がが丘丘地地区区

にに住住んんででいいまますす。。 

ババンンドドははややっっててなないいでですす。。 

執執筆筆ももししてていいまませせんん、、読読むむ専専門門でですす

ねね。。 

トトイイププーードドルルをを飼飼っってていいるるののでで、、犬犬

とと散散歩歩ししななががらら、、いいろろいいろろ考考ええてていいまま

すす（（笑笑））。。 

今今おおススススメメのの本本はは、、小小川川糸糸ささんんのの

「「ととわわのの庭庭」」でですす。。 
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動動物物ののフフィィギギュュアア。。 

かかななりり精精巧巧にに作作らられれたた 

恐恐竜竜フフィィギギュュアアももあありりまますす。。 

              

診診療療科科目目：： 

脳脳神神経経内内科科、、内内科科 

リリハハビビリリテテーーシショョンン科科、、 

脳脳神神経経外外科科、、整整形形外外科科 

診診療療時時間間：： 

・・午午前前 99::0000～～1122::3300 

・・午午後後 22::0000～～ 66::0000 

休休 診診 日日：： 

・・木木曜曜日日午午後後 

・・土土曜曜日日午午後後 

・・日日曜曜日日//祝祝祭祭日日 
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盛盛岡岡三三高高 
 

 ↑↑ 
上上田田方方面面 

メメガガネネのの 
松松田田ささんん 

 ↑↑ 
高高松松のの池池 

ＰＰ 

ガガソソリリンン 
ススタタンンドド 
ささんん 

フフ
ァァ
ミミ
リリ
ーー 

ママ
ーー
トト
ささ
んん 

院長：渡邊 活見（わたなべ かつみ）  日本神経学会 専門医

高高精精度度１１..５５テテススララ最最新新ＭＭＲＲＩＩ機機器器、、リリハハビビリリ施施設設完完備備 

ススタタッッフフのの萩萩原原ささんん にに 

おお聞聞ききししままししたた。。 

「「
書書
店店
員員
のの
絶絶
賛賛
のの
声声
」」 

実実
はは
、、
ここ
のの
ポポ
ッッ
ププ
にに
私私
のの
「「
声声
」」
がが 

載載
っっ
てて
いい
まま
すす
。。「「
希希
望望
にに
ああ
ふふ
れれ
るる
、、 

おお
まま
もも
りり
にに
しし
たた
いい
一一
冊冊
でで
しし
たた
。。」」 

虹虹ののよよううにに現現れれるる、、ささささややかかなな七七色色のの喜喜びび。。

ちちっっぽぽけけなな私私ににもも、、未未来来ははああるるののだだ。。読読みみ終終ええ

るるとと、、ああたたたたかかなな空空気気がが流流れれまますす。。本本屋屋大大賞賞第第

22位位『『ラライイオオンンののおおややつつ』』にに続続くく、、待待望望のの長長編編

小小説説。。帰帰っってて来来なないい母母をを待待ちち、、＜＜ととわわ＞＞はは一一人人

でで生生きき延延びびるる。。（（紹紹介介文文よよりり）） 

「「体体験験型型」」のの楽楽ししいい本本屋屋ささんんでですす。。 

趣趣
味味
のの
世世
界界
をを
深深
堀堀
すす
るる
。。 

盛盛
岡岡
駅駅
フフ
ェェ
ザザ
ンン
にに
はは
一一
階階
フフ
ロロ
アア
にに
「「
ささ
わわ
やや

書書
店店
」」
がが
入入
っっ
てて
いい
まま
すす
かか
らら
、、
ウウ
チチ
はは
違違
うう
特特
色色

でで
出出
店店
しし
てて
いい
まま
すす
。。 

趣趣
味味
にに
根根
差差
しし
たた
本本
、、
そそ
れれ
がが
沢沢
山山
揃揃
っっ
てて
いい
まま

すす
。。
他他
のの
本本
屋屋
ささ
んん
にに
はは
無無
いい
よよ
うう
なな
、、
そそ
んん
なな
ジジ

ャャ
ンン
ルル
のの
本本
をを
揃揃
ええ
てて
いい
まま
すす
。。 

たた
とと
ええ
ばば
、、
おお
酒酒
のの
本本
のの
ココ
ーー
ナナ
ーー
はは
大大
きき
いい
でで

すす
しし
、、
料料
理理
本本
にに
つつ
いい
てて
もも
奥奥
深深
いい
本本
がが
色色
々々
とと
揃揃

っっ
てて
いい
まま
すす
。。 

おお酒酒のの本本ののココーーナナーーもも。。 

本本
、、
ばば
かか
りり
でで
はは
なな
くく
・・
・・
・・ 

ちち
ょょ
っっ
とと
変変
わわ
っっ
たた
雑雑
貨貨
もも
扱扱
っっ
てて
いい
まま
すす
。。 

「「
パパ
イイ
ププ
ロロ
イイ
ドド
」」
とと
いい
うう
、、
紙紙
をを
クク
ルル
クク
ルル
っっ

とと
筒筒
状状
にに
しし
てて
くく
っっ
付付
けけ
てて
いい
くく
人人
形形
、、
そそ
れれ
もも
取取

りり
揃揃
ええ
てて
いい
まま
すす
。。 

ＣＣＤＤ・・ＤＤＶＶＤＤもも扱扱っってていいまますす。。 

「「パパイイププロロイイドド」」のの一一例例 

ウウ
ォォ
ーー
クク
ママ
ンン
をを 

手手
にに
握握
っっ
てて
いい
たた 

幼幼
いい
ここ
ろろ
のの
晴晴
れれ
たた
日日
にに 

黒黒
石石
山山
のの
頂頂
上上
にに 

真真
っっ
黒黒
いい
大大
岩岩
がが
見見
ええ
たた 

窓窓
をを
開開
けけ
るる
とと 

回回
転転
すす
るる
銀銀
盤盤
かか
らら 

誰誰
かか
がが
手手
をを
振振
っっ
てて
いい
たた 

鳥鳥
にに
なな
っっ
たた
少少
年年
・・
・・
・・ 

そそ
んん
なな
タタ
イイ
トト
ルル
のの
歌歌
がが 

ああ
っっ
たた
っっ
けけ 

目目
をを
閉閉
じじ
てて
もも 

まま
だだ 

黒黒
いい
岩岩
とと
光光
るる
銀銀
盤盤 

作作
りり
話話
のの
世世
界界
のの
よよ
うう
なな 

まま
ぶぶ
たた
のの
裏裏 

 

つつ
たた
なな
いい
けけ
れれ
どど 

心心
のの
ここ
もも
っっ
たた
テテ
ーー
ママ 

走走
らら
せせ
るる
ボボ
イイ
スス
レレ
ココ
ーー
ダダ
ーー 

ここ
れれ
かか
らら 

ああ
なな
たた
のの
隣隣
でで
暮暮
らら
せせ
れれ
ばば
・・
・・
・・ 

 

天天
空空
のの
丘丘
でで
思思
っっ
てて
いい
まま
すす 



緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 

友友
彦彦
のの
家家
にに
ああ
るる
テテ
レレ
ビビ
のの
電電
源源
もも
入入
っっ
たた
。。 

停停
電電
がが
直直
っっ
たた
とと
思思
っっ
たた
のの
でで
、、
朝朝
食食
をを
済済
まま
せせ
てて
かか
らら
ボボ
クク
はは
友友
彦彦
とと
一一
緒緒
にに

登登
校校
しし
たた
。。
恐恐
るる
恐恐
るる
、、
外外
にに
出出
てて
歩歩
きき
始始
めめ
るる
とと
、、
信信
号号
機機
がが
回回
復復
しし
てて
いい
たた
しし
、、

自自
動動
車車
もも
いい
つつ
もも
通通
りり
走走
っっ
てて
いい
たた
。。
緑緑
がが
丘丘
学学
園園
高高
校校
にに
向向
かか
っっ
てて
いい
るる
とと
、、
どど

んん
どど
んん
登登
校校
すす
るる
生生
徒徒
がが
増増
ええ
てて
来来
てて
、、
ボボ
クク
はは
安安
心心
しし
たた
。。
教教
室室
にに
入入
るる
とと
、、
みみ

んん
なな
、、
顔顔
をを
そそ
ろろ
ええ
てて
いい
たた
。。
担担
任任
のの
柳柳
田田
先先
生生
がが
、、
笑笑
顔顔
をを
見見
せせ
てて
教教
室室
にに
入入
っっ

てて
来来
たた
。。「「
みみ
んん
なな
、、
無無
事事
でで
良良
かか
っっ
たた
なな
」」
先先
生生
はは
、、
停停
電電
のの
原原
因因
のの
ここ
とと
にに
もも
触触

れれ
ずず
教教
室室
をを
出出
てて
行行
っっ
てて
、、
一一
時時
限限
のの
古古
文文
のの
授授
業業
がが
当当
りり
前前
のの
よよ
うう
にに
始始
まま
っっ
たた
。。 

ボボ
クク
はは
、、
手手
にに
しし
てて
いい
たた
和和
歌歌
のの
紙紙
をを
、、
通通
路路
をを
隔隔
てて
たた
美美
紀紀
ちち
んん
にに
渡渡
しし
たた
。。 

「「
ここ
れれ
、、
誰誰
のの
歌歌
かか
、、
分分
かか
るる
？？
」」
ボボ
クク
はは
訊訊
いい
たた
。。 

「「
そそ
ここ
のの
君君
たた
ちち
、、
何何
をを
しし
てて
いい
るる
のの
？？
」」
叱叱
責責
すす
るる
声声
がが
しし
たた
。。
古古
文文
のの
ママ
ササ

子子
先先
生生
にに
見見
つつ
けけ
らら
れれ
たた
。。
先先
生生
はは
近近
寄寄
っっ
てて
来来
てて
、、
美美
紀紀
ちち
んん
かか
らら
紙紙
片片
をを
取取
りり

上上
げげ
たた
。。
そそ
しし
てて
先先
生生
はは
、、「「
ああ
らら
」」
とと
言言
っっ
てて
かか
らら
、、
そそ
のの
歌歌
をを
朗朗
々々
とと
読読
みみ
上上
げげ

たた
。。『『
御御
佩佩
（（
みみ
はは
かか
しし
））
をを 

剣剣
のの
池池
のの 

蓮蓮
葉葉
にに 

渟渟
（（
たた
まま
））
れれ
るる
水水
のの 

行行

方方
無無
みみ 

わわ
がが
すす
るる
時時
にに 

逢逢
ふふ
べべ
しし
とと 

逢逢
ひひ
たた
るる
君君
をを 

なな
寐寐
そそ
とと 

母母
聞聞
せせ

どど
もも 

わわ
がが
情情 
清清
隅隅
のの
池池
のの 

池池
のの
底底 

わわ
れれ
はは
忘忘
れれ
じじ 

たた
だだ
にに
逢逢
ふふ
まま
でで

にに
』』 「「

ここ
ここ
のの
、、『『
御御
佩佩
（（
みみ
はは
かか
しし
））
をを
』』
はは
、、
剣剣
のの
池池
のの
『『
剣剣
』』
にに
かか
かか
るる
枕枕
詞詞
（（
まま

くく
らら
・・
ここ
とと
ばば
））
だだ
わわ
ねね
。。『『
御御
佩佩
』』
とと
いい
うう
のの
はは
、、
もも
とと
もも
とと
、、
貴貴
人人
のの
佩佩
刀刀((

はは

いい
とと
うう))

をを
敬敬
っっ
てて
いい
るる
言言
葉葉
だだ
かか
らら
、、
剣剣
（（
つつ
るる
ぎぎ
））
のの
枕枕
詞詞
にに
なな
っっ
たた
」」
先先
生生
はは
、、

紙紙
片片
のの
ここ
とと
をを
古古
文文
のの
題題
材材
にに
しし
たた
よよ
うう
なな
のの
でで
、、
ボボ
クク
はは
ホホ
ッッ
とと
しし
たた
。。 

「「
どど
うう
いい
うう
意意
味味
のの
歌歌
でで
すす
かか
？？
」」
思思
いい
切切
っっ
てて
ボボ
クク
はは
質質
問問
しし
たた
。。 

「「
ここ
のの
三三
つつ
のの
歌歌
はは
、、
万万
葉葉
集集
にに
ああ
るる
歌歌
だだ
わわ
ねね
。。
――
――
――
『『
剣剣
のの
池池
』』
にに
ああ
るる

蓮蓮
のの
葉葉
にに
貯貯
まま
っっ
たた
水水
はは
、、
どど
ここ
にに
行行
くく
のの
かか
分分
かか
らら
なな
いい
。。
そそ
れれ
とと
同同
じじ
でで
、、
私私

もも
どど
うう
なな
るる
かか
分分
かか
らら
なな
いい
。。
そそ
んん
なな
とと
きき
にに
、、
占占
いい
をを
しし
てて
みみ
るる
とと
『『
会会
うう
べべ
きき

でで
すす
』』
とと
出出
たた
のの
でで
ああ
なな
たた
にに
会会
いい
まま
しし
たた
。。
前前
半半
はは
、、
ここ
うう
いい
うう
意意
味味
かか
なな
」」 

先先
生生
のの
機機
嫌嫌
はは
良良
かか
っっ
たた
。。 

教教
室室
のの
生生
徒徒
たた
ちち
はは
古古
文文
のの
授授
業業
がが
始始
まま
っっ
たた
のの
かか
とと
思思
っっ
たた
よよ
うう
でで
、、
ポポ
カカ
ンン

とと
しし
てて
聞聞
いい
てて
いい
たた
。。
先先
生生
はは
紙紙
片片
をを
持持
っっ
たた
まま
まま
、、
教教
壇壇
にに
戻戻
っっ
たた
。。 

「「
今今
日日
のの
古古
文文
のの
授授
業業
はは
、、
ここ
のの
歌歌
のの
解解
読読
かか
らら
始始
めめ
るる
ここ
とと
にに
しし
まま
すす
。。
歌歌
のの

後後
段段
のの
意意
味味
はは
・・
・・
・・
」」
先先
生生
はは
、、
歌歌
をを
板板
書書
しし
てて
かか
らら
続続
けけ
たた
。。「「
ささ
てて
、、
後後
半半
はは
、、

ここ
うう
いい
うう
意意
味味
でで
しし
ょょ
うう
。。・・
・・
・・
占占
いい
でで
告告
げげ
らら
れれ
たた
のの
でで
、、
私私
はは
ああ
なな
たた
にに
会会
いい

まま
しし
たた
がが
、、
私私
のの
ママ
ママ
がが
ここ
うう
言言
いい
まま
しし
たた
。。
そそ
のの
人人
とと
『『
共共
寝寝
をを
しし
てて
はは
ダダ
メメ
よよ
』』

とと
。。
けけ
れれ
どど
、、
私私
のの
心心
はは
、、『『
清清
隅隅
』』（（
きき
よよ
すす
みみ
））
のの
池池
のの
底底
でで
じじ
っっ
とと
しし
てて
いい
るる

よよ
うう
にに
、、
ああ
なな
たた
のの
ここ
とと
をを
忘忘
れれ
らら
れれ
なな
いい
でで
いい
まま
すす
。。
じじ
かか
にに
ああ
なな
たた
にに
会会
うう
まま

でで
はは
。。」」 

「「
『『
私私
のの
ママ
ママ
がが
ここ
うう
言言
いい
まま
すす
』』
っっ
てて
、、
可可
笑笑
しし
いい
」」
とと
言言
っっ
たた
のの
はは
、、
美美
紀紀
ちち

んん
だだ
。。「「
若若
いい
女女
のの
人人
のの
恋恋
歌歌
でで
すす
ねね
。。
確確
かか
、、
万万
葉葉
集集
のの
読読
みみ
人人
知知
らら
ずず
のの
歌歌
だだ
けけ

どど
、、
寄寄
るる
べべ
なな
いい
女女
心心
のの
歌歌
、、
とと
いい
うう
とと
ここ
ろろ
ねね
。。
」」
ママ
ササ
子子
先先
生生
はは
上上
機機
嫌嫌
だだ
。。 

「「
ここ
のの
歌歌
がが
どど
うう
かか
しし
たた
？？
」」
先先
生生
はは
ボボ
クク
にに
振振
っっ
てて
来来
たた
。。
ボボ
クク
はは
ママ
ゴゴ
ママ
ゴゴ

しし
たた
。。
後後
ろろ
のの
席席
かか
らら
友友
彦彦
がが
「「
知知
りり
合合
いい
のの
人人
がが
置置
いい
てて
行行
っっ
たた
モモ
ノノ
でで
すす
」」
とと

告告
げげ
たた
。。
仕仕
方方
なな
くく
、、
ボボ
クク
はは
うう
なな
づづ
いい
たた
。。
ここ
のの
歌歌
はは
綾綾
乃乃
ささ
んん
がが
残残
しし
たた
もも
のの

だだ
っっ
たた
がが
、、
何何
かか
のの
謎謎
掛掛
けけ
だだ
っっ
たた
のの
かか
？？
ボボ
クク
はは
疑疑
っっ
たた
。。
そそ
うう
いい
ええ
ばば
、、
夕夕
べべ

のの
綾綾
乃乃
ささ
んん
はは
髪髪
をを
茶茶
髪髪
にに
染染
めめ
てて
いい
たた
。。
何何
かか
、、
心心
境境
のの
変変
化化
でで
もも
ああ
っっ
たた
のの
だだ

ろろ
うう
かか
？？
昼昼
休休
みみ
にに
なな
っっ
てて
、、
手手
回回
しし
ララ
ジジ
オオ
をを
回回
しし
てて
いい
たた
らら
、、
美美
紀紀
ちち
んん
がが
寄寄

っっ
てて
来来
てて
、、
ララ
ジジ
オオ
をを
のの
ぞぞ
きき
込込
んん
だだ
。。
美美
紀紀
ちち
んん
はは
「「
夕夕
べべ
はは
送送
っっ
てて
くく
れれ
てて
、、

ああ
りり
がが
とと
。。」」
そそ
うう
言言
っっ
てて
ぺぺ
ここ
りり
とと
頭頭
をを
下下
げげ
たた
。。「「
私私
のの
父父
はは
、、
やや
はは
りり
、、
友友
彦彦

君君
のの
両両
親親
はは
居居
なな
くく
なな
っっ
たた
かか
、、
っっ
てて
言言
っっ
てて
いい
たた
よよ
。。」」 

「「
ここ
のの
ララ
ジジ
オオ
、、
昨昨
日日
はは
役役
にに
立立
っっ
たた
なな
」」
友友
彦彦
がが
ボボ
クク
にに
向向
かか
っっ
てて
言言
うう
とと
、、

ララ
ジジ
オオ
かか
らら
ニニ
ュュ
ーー
スス
がが
流流
れれ
てて
、、
アア
ナナ
ウウ
ンン
ササ
ーー
がが
告告
げげ
たた
。。「「
全全
国国
各各
地地
でで
途途
絶絶

ええ
たた
通通
信信
網網
はは
回回
復復
しし
てて
おお
りり
まま
すす
がが
、、
昨昨
日日
のの
大大
規規
模模
停停
電電
のの
原原
因因
はは
まま
だだ
不不
明明

でで
、、
関関
係係
機機
関関
がが
調調
査査
中中
でで
すす
。。」」
やや
はは
りり
、、
停停
電電
はは
、、
緑緑
がが
丘丘
地地
区区
だだ
けけ
のの
出出
来来
事事

でで
はは
なな
くく
てて
、、
全全
国国
規規
模模
だだ
っっ
たた
らら
しし
いい
。。 

ボボ
クク
はは
、、
友友
彦彦
とと
顔顔
をを
見見
合合
わわ
せせ
たた
。。 
 
 

  

（２）

がが丘丘ボボーーイイ読読みみ切切りり連連作作小小説説 伊伊
い

古古兄兄
こあに

 ロロタタ

第第 2200 話話  私私ののママママがが言言いいまますす
「緑が丘学園高校」の高梨真人を主人公にした

青春ミステリー小説。全４８話です。

「日日是好日（にちにちこれこうじつ）」とは、「毎日が素晴らしい」と

いう意味です。私たちは今この時を大切にして生きています。あるとき

は庭の花を愛で、あるときはホントに誰かに恋をして。「日日是好日」

になぞらえて、想い出の日々を高前田博子さんが綴ってくれます。

（編集室）
日日日日日日日日是是是是恋恋日日日日  

  

））

連連載載 

高高前前田田 博博子子ささんんのの「「想想いい出出エエッッセセーー」」 

（Ｃ） Ｎ.Ｈ

第第 66 話話  小小川川

高高前前田田博博子子ささんん 
『『岩岩手手日日報報随随筆筆賞賞』』最最優優秀秀賞賞をを

受受賞賞さされれままししたた。。雫雫石石町町在在住住。。 

ははりり灸灸   

ささささきき 

鍼鍼灸灸治治療療  佐佐々々木木正正人人  

診診察察日日時時はは電電話話ででごご相相談談くくだだささいい。。

☎☎ 001199--666633--66333377 

市市立立 
図図書書館館 
 

高高松松のの池池 

国国道道４４号号線線

のの池池 

幼幼稚稚園園 

ﾊﾊﾘﾘｽｽﾄﾄｽｽ 
正正教教会会 

坂坂道道をを登登るる 

P
高高松松 11--55--44 

往往
診診
でで
きき
まま
すす
。。
不不
定定
休休
でで
すす
。。 

休休
日日
・・
夜夜
間間
にに
つつ
いい
てて
はは
、、
ごご
相相
談談
くく
だだ
ささ
いい
。。 

大大切切なな人人ととのの最最期期ののおお別別れれ・・・・・・尊尊厳厳ああるる形形ででおお手手伝伝いいししまますす。。 

北北山山浄浄光光会会館館  

電電話話 ００１１９９－－６６１１３３－－２２８８６６６６ ００１１２２００－－００９９－－２２３３４４３３ 
（（株株））駒駒木木葬葬祭祭 

還還 か
え

っっ
てて
いい
くく
人人
をを  

静静
かか
にに
見見
送送
りり
たた
いい 

近近
ごご
ろろ
特特
区区
とと
云云
うう
言言
葉葉
をを
耳耳
にに
すす
るる
。。
農農
業業

特特
区区
、、
どど
ぶぶ
ろろ
くく
特特
区区
なな
どど
だだ
。。 

 

ババ
ララ
ッッ
クク
のの
脇脇
のの
小小
川川
はは
、、
瞬瞬
くく
間間
にに
真真
っっ
白白

いい
流流
れれ
にに
変変
っっ
たた
。。 

おお
ばば
ちち
ゃゃ
んん
はは
大大
きき
なな
瓶瓶
をを
濯濯
（（
すす
すす
））
いい
だだ
。。 

慣慣
れれ
たた
手手
付付
きき
だだ
。。 

そそ
しし
てて
平平
らら
なな
石石
のの
上上
にに
シシ
ャャ
ツツ
やや
ズズ
ボボ
ンン
やや

らら
をを
置置
いい
たた
。。
棒棒
でで
ババ
シシ
ババ
シシ
叩叩
くく
。。
朝朝
鮮鮮
式式
洗洗
濯濯

だだ
。。
初初
めめ
てて
見見
たた
とと
きき
はは
不不
思思
議議
だだ
っっ
たた
。。 

母母
にに
用用
事事
をを
言言
いい
つつ
かか
りり
おお
ばば
ちち
ゃゃ
んん
のの
家家
にに

行行
くく
途途
中中
、、
背背
広広
姿姿
のの
男男
達達
とと
すす
れれ
違違
っっ
たた
。。
田田
舎舎

でで
はは
珍珍
しし
いい
。。
男男
達達
はは
小小
川川
をを
横横
目目
でで
ちち
らら
りり
とと
見見

てて
口口
惜惜
しし
げげ
にに
去去
っっ
てて
行行
っっ
たた
。。 

小小
川川
のの
白白
ぽぽ
いい
濁濁
りり
はは
消消
ええ
、、
何何
喰喰
わわ
ぬぬ
顔顔
でで

元元
のの
透透
明明
なな
流流
れれ
にに
なな
っっ
てて
いい
たた
。。 

おお
ばば
ちち
ゃゃ
んん
のの
家家
にに
入入
るる
とと
男男
達達
がが
心心
配配
げげ
にに

座座
っっ
てて
いい
たた
。。 

「「
いい
やや
ーー
びび
っっ
くく
りり
しし
たた
なな
」」 

「「
ここ
んん
なな
ここ
とと
にに
驚驚
いい
てて
いい
たた
らら
商商
売売
はは
出出
来来

っっ
ここ
なな
いい
よよ
」」 

おお
ばば
ちち
ゃゃ
んん
はは
日日
本本
語語
がが
うう
まま
いい
。。
白白
いい
割割
烹烹

着着
にに
姉姉
ささ
んん
被被
りり
だだ
。。
化化
粧粧
っっ
気気
はは
なな
いい
がが
肌肌
はは
ツツ

ヤヤ
ツツ
ヤヤ
だだ
。。 

軒軒
下下
にに
はは
杉杉
のの
葉葉
っっ
ぱぱ
がが
くく
るる
んん
とと
丸丸
めめ
らら
れれ

掛掛
っっ
てて
いい
るる
。。
ここ
れれ
がが
店店
のの
目目
印印
でで
唯唯
一一
のの
看看
板板

だだ
。。
杉杉
玉玉
とと
言言
うう
らら
しし
いい
。。 

丸丸
太太
のの
イイ
スス
にに
リリ
ンン
ゴゴ
箱箱
のの
テテ
ーー
ブブ
ルル
がが
ああ

るる
。。
薄薄
汚汚
れれ
てて
、、
とと
ここ
ろろ
どど
ここ
ろろ
欠欠
けけ
たた
丼丼
とと
星星
やや

キキ
リリ
ンン
のの
絵絵
のの
ググ
ララ
スス
がが
乗乗
っっ
てて
いい
るる
。。 

「「
暫暫
くく
休休
むむ
のの
でで
すす
かか
？？
」」 

作作
業業
衣衣
姿姿
のの
男男
がが
煙煙
草草
をを
片片
手手
にに
聞聞
いい
たた
。。 

「「
いい
やや
、、
明明
日日
かか
らら
まま
たた
始始
めめ
るる
よよ
。。
当当
分分
大大

丈丈
夫夫
だだ
かか
らら
」」 

おお
ばば
ちち
ゃゃ
んん
はは
、、
石石
のの
下下
のの
秘秘
密密
のの
生生
簀簀
（（
いい

けけ
すす
））
をを
にに
んん
まま
りり
しし
たた
顔顔
でで
指指
差差
しし
たた
。。 

「「
ささ
すす
がが
だだ
なな
。。
抜抜
けけ
目目
がが
なな
いい
」」 

次次
のの
日日
、、
常常
連連
客客
がが
おお
ばば
ちち
ゃゃ
んん
のの
店店
にに
顔顔
をを

揃揃
ええ
たた
。。 

「「
おお
ばば
ちち
ゃゃ
んん
、、
昨昨
日日
はは
大大
変変
だだ
っっ
たた
なな
。。
ささ

すす
がが
。。
川川
にに
流流
すす
なな
んん
てて
もも
っっ
たた
いい
ねね
ええ
なな
」」 

おお
ばば
ちち
ゃゃ
んん
のの
親親
衛衛
隊隊
はは
誉誉
めめ
るる
。。 

「「
女女
はは
度度
胸胸
だだ
よよ
」」 

おお
ばば
ちち
ゃゃ
んん
はは
胸胸
をを
ドド
ンン
とと
叩叩
いい
たた
。。 

税税
務務
署署
のの
どど
ぶぶ
ろろ
くく
摘摘
発発
はは
今今
にに
始始
まま
っっ
たた
ここ

とと
でで
はは
なな
いい
。。
おお
ばば
ちち
ゃゃ
んん
はは
慣慣
れれ
てて
いい
るる
。。
慌慌
てて

ずず
、、
騒騒
がが
ずず
税税
務務
署署
のの
係係
官官
にに
おお
引引
きき
取取
りり
願願
うう
。。 

集集
まま
っっ
たた
男男
達達
はは
、、
おお
ばば
ちち
ゃゃ
んん
のの
奮奮
闘闘
をを
肴肴

にに
縁縁
のの
欠欠
けけ
たた
丼丼
でで
濁濁
酒酒
をを
啜啜
るる
。。 

使使
いい
をを
頼頼
まま
れれ
たた
のの
もも
忘忘
れれ
てて
、、
おお
とと
なな
のの
中中

にに
ちち
ょょ
ここ
んん
とと
私私
はは
座座
っっ
てて
いい
たた
。。 

母母
がが
酒酒
暢暢
をを
やや
っっ
てて
いい
たた
。。
店店
のの
客客
のの
注注
文文
でで

よよ
くく
濁濁
酒酒
をを
買買
いい
にに
来来
たた
。。
身身
方方
（（
みみ
なな
りり
））
はは
良良

くく
なな
いい
がが
、、
男男
達達
はは
母母
のの
酒酒
場場
のの
客客
よよ
りり
気気
ささ
くく
でで

親親
しし
みみ
がが
持持
てて
たた
。。 

ゴゴ
ツツ
ゴゴ
ツツ
しし
たた
木木
のの
イイ
スス
はは
、、
家家
のの
ふふ
んん
わわ
りり

しし
たた
座座
布布
団団
よよ
りり
もも
なな
ぜぜ
かか
心心
地地
良良
かか
っっ
たた
。。 

「「
おお
ばば
ちち
ゃゃ
んん
のの
おお
陰陰
げげ
だだ
なな
。。
ここ
うう
しし
てて
安安

くく
飲飲
めめ
てて
」」 

男男
はは
目目
をを
瞑瞑
（（
つつ
ぶぶ
））
っっ
てて
舌舌
をを
大大
袈袈
裟裟
にに
鳴鳴

しし
たた
。。 

「「
なな
ああ
ーー
にに
、、
ここ
っっ
ちち
ここ
そそ
、、
ここ
れれ
でで
食食
べべ
ささ

せせ
てて
もも
らら
っっ
てて
いい
るる
よよ
。。」」 

おお
ばば
ちち
ゃゃ
んん
のの
子子
がが
東東
京京
のの
方方
のの
学学
校校
にに
進進
学学

しし
たた
話話
にに
なな
るる
。。
決決
しし
てて
自自
慢慢
しし
てて
はは
いい
なな
いい
がが
声声

のの
トト
ーー
ンン
がが
上上
がが
るる
。。 

変変
わわ
りり
ばば
ええ
のの
しし
なな
いい
話話
がが
続続
くく
。。
ゆゆ
っっ
たた
りり
、、

のの
んん
びび
りり
しし
たた
気気
分分
にに
なな
るる
。。 

「「
ああ
っっ
、、
いい
つつ
もも
のの
だだ
ねね
。。
偉偉
いい
ねね
、、
おお
手手
伝伝

いい
。。
おお
母母
ささ
んん
のの
店店
はは
忙忙
しし
いい
かか
いい
」」 

「「
おお
陰陰
様様
でで
何何
とと
かか
」」 

子子
供供
のの
くく
せせ
にに
私私
はは
まま
せせ
てて
いい
たた
。。
母母
のの
言言
葉葉

のの
受受
けけ
売売
りり
だだ
。。
おお
ばば
ちち
ゃゃ
んん
はは
小小
川川
にに
冷冷
やや
しし
たた

一一
升升
ビビ
ンン
をを
袋袋
にに
入入
れれ
てて
手手
渡渡
しし
たた
。。 

十十
数数
年年
しし
てて
、、
おお
ばば
ちち
ゃゃ
んん
一一
家家
がが
生生
計計
をを
立立

てて
てて
いい
たた
小小
川川
はは
土土
管管
でで
隠隠
れれ
てて
しし
まま
っっ
たた
。。 

二二
十十
戸戸
ほほ
どど
ああ
っっ
たた
ババ
ララ
ッッ
クク
はは
壊壊
ささ
れれ
、、
瀟瀟

洒洒
なな
家家
並並
がが
ああ
るる
。。 

朝朝
鮮鮮
町町
とと
呼呼
ばば
れれ
、、
違違
法法
でで
はは
ああ
るる
がが
庶庶
民民
的的

なな
酒酒
工工
房房
がが
ああ
っっ
たた
。。
おお
ばば
ちち
ゃゃ
んん
もも
客客
のの
男男
達達
もも

貧貧
しし
いい
なな
がが
らら
もも
真真
剣剣
にに
生生
きき
てて
いい
たた
。。 

ここ
んん
なな
ほほ
っっ
ここ
りり
しし
たた
場場
所所
がが
ああ
っっ
たた
ここ
とと
なな

どど
知知
っっ
てて
いい
るる
人人
々々
はは
ああ
まま
りり
居居
なな
くく
なな
っっ
たた
。。 

今今
はは
「「
どど
ぶぶ
ろろ
くく
特特
区区
」」
とと
しし
てて
合合
法法
的的
、、
衛衛

生生
的的
にに
作作
らら
れれ
てて
いい
るる
。。
濁濁
酒酒
はは
、、
昔昔
のの
よよ
うう
なな
泥泥

臭臭
ささ
はは
なな
くく
洒洒
落落
たた
ボボ
トト
ルル
にに
おお
ささ
まま
っっ
てて
いい
るる
。。 



第第 1177 話話  フフララッッペペ 

そそ
のの
たた
めめ
にに
必必
要要
なな
ここ
とと
はは
「「
笑笑
いい
」」

でで
ああ
りり
「「
ユユ
ーー
モモ
アア
」」
でで
すす
。。 

病病
気気
のの
時時
にに
笑笑
っっ
てて
いい
らら
れれ
るる
かか
、、

とと
深深
刻刻
にに
なな
っっ
てて
もも
病病
気気
はは
良良
くく
なな
りり

まま
せせ
んん
。。 

笑笑
いい
はは
免免
疫疫
力力
をを
高高
めめ
、、
血血
行行
をを
良良

くく
しし
、、
細細
胞胞
をを
活活
性性
化化
ささ
せせ
まま
すす
。。 

そそ
しし
てて
何何
よよ
りり
人人
生生
をを
前前
向向
きき
にに
ささ

せせ
てて
くく
れれ
まま
すす
。。 

笑笑
いい
ここ
そそ
自自
然然
治治
癒癒
力力
をを
最最
大大
限限
にに

引引
きき
出出
しし
てて
くく
れれ
るる
薬薬
とと
いい
ええ
まま
すす
。。 

第第 3333 話話  笑笑いいとと治治癒癒力力 

自自
然然
治治
癒癒
力力
をを
引引
きき
出出
すす 

人人
はは
病病
気気
にに
なな
りり
まま
すす
とと
、、
まま
ずず
医医

師師
やや
薬薬
にに
頼頼
りり
まま
すす
。。
でで
すす
がが
人人
にに
はは

病病
をを
自自
分分
自自
身身
でで
治治
すす
、、
とと
いい
うう
「「
自自

然然
治治
癒癒
力力
」」
がが
もも
とと
もも
とと
備備
わわ
っっ
てて
いい

まま
すす
。。 

ここ
のの
自自
然然
治治
癒癒
力力
をを
最最
大大
限限
にに
引引
きき

出出
せせ
ばば
、、
病病
気気
かか
らら
のの
回回
復復
はは
もも
っっ
とと

早早
くく
なな
るる
はは
ずず
でで
すす
。。 

自自
分分
がが
病病
気気
にに
なな
っっ
たた
時時
、、
必必
要要
以以

上上
にに
困困
惑惑
しし
、、
気気
落落
ちち
しし
、、
治治
療療
すす
るる

ここ
とと
ばば
かか
りり
考考
ええ
てて
生生
活活
をを
乱乱
しし
、、
ささ

らら
にに
はは
生生
活活
のの
質質
ささ
ええ
もも
落落
とと
しし
てて
いい

まま
せせ
んん
かか
。。
病病
気気
のの
全全
てて
がが
高高
熱熱
やや
激激

しし
いい
痛痛
みみ
をを
伴伴
うう
とと
はは
限限
りり
まま
せせ
んん
。。 

そそ
うう
いい
うう
状状
態態
でで
なな
けけ
れれ
ばば
、、
生生
活活

のの
質質
をを
落落
とと
ささ
ずず
、、
意意
味味
のの
ああ
るる
人人
生生

をを
送送
るる
ここ
とと
をを
優優
先先
ささ
せせ
るる
ここ
とと
がが
大大

切切
でで
すす
。。 

笑笑
いい
のの
効効
能能 

病病
気気
をを
遠遠
ざざ
けけ
、、
健健
康康
長長
寿寿
をを
願願
うう

なな
らら
次次
のの
三三
つつ
をを
心心
がが
けけ
まま
しし
ょょ
うう
。。 

一一
つつ
はは
、、
ババ
ララ
ンン
スス
のの
取取
れれ
たた
良良
質質

なな
食食
事事
をを
少少
なな
めめ
にに
摂摂
るる
ここ
とと
。。 

次次
にに
、、
適適
度度
なな
運運
動動
をを
継継
続続
しし
てて
行行

うう
ここ
とと
。。 

そそ
しし
てて
社社
会会
とと
のの
良良
好好
なな
関関
係係
をを
持持

ちち
続続
けけ
るる
ここ
とと
。。 

社社
会会
とと
はは
、、
たた
とと
ええ
少少
数数
でで
もも
自自
分分

のの
生生
活活
にに
関関
わわ
るる
人人
たた
ちち
のの
ここ
とと
でで

すす
。。
そそ
のの
人人
たた
ちち
にに
「「
感感
謝謝
」」
のの
気気
持持

ちち
をを
持持
っっ
てて
接接
しし
まま
しし
ょょ
うう
。。 

ささ
らら
にに
「「
笑笑
いい
」」
がが
ああ
れれ
ばば
前前
向向
きき

でで
生生
きき
甲甲
斐斐
のの
ああ
るる
人人
生生
にに
なな
るる
でで
しし

ょょ
うう
。。 

 

（（
ノノ
ーー
ママ
ンン
・・
カカ
ズズ
ンン
ズズ
著著
「「
笑笑
いい

とと
治治
癒癒
力力
」」（（
岩岩
波波
書書
店店
））
かか
らら
まま
とと
めめ

てて
みみ
まま
しし
たた
。。）） 

八八
月月
某某
日日
、、
今今
年年
のの
おお
盆盆
のの
暑暑
ささ
はは
「「
肩肩
透透
かか
しし
」」
だだ
っっ
たた
かか
なな
。。 

八八
月月
七七
日日
土土
曜曜
日日
はは
一一
日日
限限
定定
でで
店店
のの
前前
でで
「「
夏夏
祭祭
りり
」」
をを
開開
催催
しし
まま
しし

たた
。。
感感
染染
症症
対対
策策
もも
しし
なな
がが
らら
のの
開開
催催
でで
しし
たた
。。
とと
てて
もも
暑暑
いい
日日
でで
しし
たた
のの

にに
、、
たた
くく
ささ
んん
のの
おお
客客
ささ
んん
でで
賑賑
わわ
っっ
てて
、、
ごご
来来
場場
いい
たた
だだ
いい
たた
方方
にに
はは
おお

礼礼
申申
しし
上上
げげ
まま
すす
。。
近近
隣隣
のの
夏夏
祭祭
りり
がが
中中
止止
にに
なな
っっ
たた
りり
しし
てて
寂寂
しし
くく
なな
らら

なな
いい
よよ
うう
にに
とと
思思
っっ
てて
開開
催催
しし
まま
しし
たた
。。
おお
客客
様様
にに
喜喜
んん
でで
もも
らら
いい
たた
いい
一一

心心
でで
しし
たた
がが
、、
駄駄
菓菓
子子
、、
野野
菜菜
なな
どど
がが
特特
にに
喜喜
ばば
れれ
まま
しし
たた
。。 

思思
いい
切切
っっ
てて
開開
催催
しし
てて
良良
かか
っっ
たた
でで
すす
。。 

ささ
てて
、、
ここ
のの
エエ
ッッ
セセ
ーー
もも
一一
年年
をを
経経
過過
しし
てて
、、
読読
者者
のの
方方
がが
声声
掛掛
けけ
しし
てて

下下
ささ
るる
よよ
うう
にに
なな
りり
まま
しし
たた
。。
おお
恥恥
ずず
かか
しし
いい
限限
りり
でで
すす
。。 

先先
日日
もも
「「
読読
んん
でで
いい
まま
すす
よよ
」」
とと
言言
っっ
てて
くく
だだ
ささ
るる
方方
がが
ああ
りり
まま
しし
たた
。。

ああ
りり
がが
たた
いい
でで
すす
。。
そそ
れれ
かか
らら
、、
前前
回回
まま
でで
のの
「「
妖妖
精精
のの
話話
題題
」」
をを
読読
まま
れれ

たた
方方
がが
来来
店店
しし
てて
下下
ささ
いい
まま
しし
てて
、、
おお
声声
掛掛
けけ
いい
たた
だだ
きき
まま
しし
たた
。。
うう
れれ
しし

いい
驚驚
きき
でで
しし
たた
。。 

ここ
のの
地地
域域
のの
有有
名名
人人
にに
でで
もも
なな
っっ
たた
よよ
うう
なな
気気
分分
でで
すす
がが
、、
日日
誌誌
にに
書書
かか

れれ
てて
ああ
るる
ここ
とと
はは
ワワ
タタ
クク
シシ
のの
想想
いい
とと
編編
集集
室室
のの
皆皆
ささ
んん
のの
ビビ
ッッ
クク
リリ
執執

筆筆
・・
編編
集集
アア
ドド
リリ
ブブ
でで
すす
のの
でで
、、
ごご
容容
赦赦
くく
だだ
ささ
いい
ねね
。。 

ささ
てて
ささ
てて
、、
店店
にに
居居
るる
とと
見見
ええ
てて
きき
まま
すす

がが
、、
おお
客客
様様
はは
、、
まま
すす
まま
すす
「「
ホホ
ンン
モモ
ノノ
志志
向向
」」

にに
なな
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
今今
号号
のの
八八
ペペ
ーー
ジジ
にに
もも
掲掲

載載
ささ
れれ
てて
いい
るる
よよ
うう
でで
すす
がが
、、「「
生生
ハハ
チチ
ミミ
ツツ
」」

はは
「「
ホホ
ンン
モモ
ノノ
」」
にに
違違
いい
なな
いい
とと
思思
わわ
れれ
まま
すす
。。 

今今
のの
時時
代代
、、
おお
客客
様様
のの
「「
ホホ
ンン
モモ
ノノ
志志
向向
」」

にに
おお
応応
ええ
しし
たた
いい
とと
常常
々々
、、
考考
ええ
てて
いい
まま
しし

てて
、、
「「
生生
ハハ
チチ
ミミ
ツツ
」」
にに
はは
共共
感感
すす
るる
とと
ここ
ろろ

がが
多多
いい
でで
すす
。。
「「
生生
ハハ
チチ
ミミ
ツツ
」」
ププ
レレ
ゼゼ
ンン
トト

のの
窓窓
口口
にに
なな
りり
まま
しし
たた
のの
でで
、、
是是
非非
、、
応応
募募
しし

てて
くく
だだ
ささ
いい
ねね
。。 

ココ
ンン
ビビ
ニニ
でで
専専
用用
のの
ココ
ーー
ヒヒ
ーー
メメ
ーー
カカ
ーー

がが
設設
置置
ささ
れれ
てて
久久
しし
いい
でで
すす
がが
、、
美美
味味
しし
そそ
うう

なな
ココ
ーー
ヒヒ
ーー
のの
香香
りり
がが
、、
当当
店店
でで
もも
漂漂
っっ
てて
いい

まま
すす
。。 

最最
近近
のの
注注
目目
商商
品品
をを
ごご
紹紹
介介
しし
まま
すす
。。 

フフ
ララ
ッッ
ペペ
でで
すす
。。
下下
記記
にに
広広
報報
しし
まま
すす
。。 

ごご
賞賞
味味
いい
たた
だだ
けけ
たた
らら
嬉嬉
しし
いい
でで
すす
。。 

緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 （３）

卵卵
かか
けけ
ごご
はは
んん 

 

テテ
レレ
ビビ
でで
、、
卵卵
をを
使使
っっ
てて
なな
いい

のの
にに
卵卵
かか
けけ
ごご
はは
んん
がが
作作
れれ
るる

技技
・・
・・
・・
をを
やや
っっ
てて
いい
たた
。。 

興興
味味
本本
位位
でで
やや
っっ
てて
みみ
たた
くく
なな

るる
のの
がが
人人
のの
ササ
ガガ
。。
早早
速速
息息
子子
とと

作作
っっ
てて
みみ
まま
しし
たた
♪♪ 

ごご
はは
んん
にに
ササ
ララ
ダダ
油油
をを
かか
けけ
、、

醬醬
油油
をを
かか
けけ
てて
混混
ぜぜ
るる
だだ
けけ
！！ 

ほほ
んん
とと
卵卵
かか
けけ
ごご
はは
んん
！！ 

とと
ろろ
みみ
具具
合合
かか
らら
、、
味味
かか
らら
何何

かか
らら
何何
まま
でで
卵卵
かか
けけ
ごご
飯飯
以以
外外
のの

何何
モモ
ノノ
でで
もも
なな
いい
！！ 

いい
やや
～～
驚驚
きき
まま
しし
たた
。。
息息
子子
もも

チチ
ョョ
ーー
驚驚
きき
（（
笑笑
））。。
ここ
れれ
、、
誰誰
かか

にに
「「
卵卵
かか
けけ
ごご
はは
んん
だだ
よよ
！！
」」
とと

言言
っっ
てて
出出
しし
てて
みみ
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

絶絶
対対
わわ
かか
らら
なな
いい
はは
ずず
♪♪ 

金金
ピピ
カカ
なな
時時
計計 

 

私私
のの
兄兄
がが
独独
身身
のの
頃頃
、、
父父
にに

時時
計計
をを
ププ
レレ
ゼゼ
ンン
トト
しし
たた
。。
金金

ピピ
カカ
なな
時時
計計
だだ
っっ
たた
のの
でで
、、
父父

親親
はは
安安
くく
てて
ドド
派派
手手
なな
時時
計計
だだ

とと
勝勝
手手
にに
思思
いい
込込
みみ
、、
ああ
るる
日日

タタ
ケケ
ノノ
ココ
をを
取取
りり
にに
山山
へへ
行行
っっ

てて
落落
とと
しし
てて
しし
まま
っっ
たた
。。 

兄兄
がが
「「
ああ
げげ
たた
時時
計計
つつ
けけ
なな

いい
けけ
どど
、、
どど
うう
しし
たた
？？
」」
とと
聞聞

いい
てて
きき
たた
たた
めめ
正正
直直
にに
話話
しし
たた

父父
親親
。。
すす
るる
とと
兄兄
はは 

『『
ああ
れれ
2244
金金
なな
んん
だだ
ぞぞ
！！ 

価価
値値
のの
わわ
かか
らら
なな
いい
奴奴
にに
はは
二二

度度
とと
買買
わわ
なな
いい
（（
怒怒
！！
））」」 

そそ
れれ
以以
来来
、、
父父
はは
、、
兄兄
にに
頭頭

がが
上上
がが
らら
なな
くく
なな
っっ
たた
んん
だだ
そそ

うう
でで
すす
（（
笑笑
）） 

家家
族族
日日
記記 

第第 7700 回回 

ほほ
んん
わわ
かか
・・
・・
・・ 

緑が丘で保険代理店を

経営されている佐藤晴紀

さんの会社のみなさんの

日々の出来事を、日記で

紹介します。

連載

「販促（はんそく）」とは「販売促進」のこと。今は、「セールス・プロモーション

（Sales Promotion）」などと呼ばれます。客にとって魅力ある販売スタイルのこと

ですね。西松園と高松４丁目でファミマを経営されている阿部江津子さんが、セー

ルス・プロモーションにつながるようなコラムを連載してくれます。おススメ商品

など女子の「つぶやき」を随時掲載します。お楽しみに。（編集室）

女女性性店店長長のの ココンンビビニニ日日誌誌 
阿阿部部江江津津子子ささんん 

「「立立つつ」」っってて、、どどーーゆゆーーこことと ？？ 

社社社社交交交交ダダダダンンンンススススのの話話（（33335555）） 

  

））

緑が丘でダンス教室を開いている「いわもちダンス・スタジオ」さんの
ミニ・コラムです。ダンスにまつわる楽しいお話を掲載します。

技技術術向向上上ののたためめ、、東東京京かからら先先生生にに来来てていいたただだきき、、レレッッススンンをを受受けけ
てていいまますす。。ココロロナナ前前はは毎毎月月ののよよううににレレッッススンンをを受受けけてていいままししたた。。 
レレッッススンンでではは私私たたちち二二人人がが踊踊っってて、、踊踊りり方方・・身身体体のの使使いい方方等等をを教教

ええてていいたただだききまますす。。そそんんななレレッッススンンをを受受けけてていいたたああるる日日ののこことと。。 
「「アアレレ？？ 右右足足でで立立っってていいなないいねね」」とと先先生生がが言言ううののでですす。。 
「「エエ？？ 立立っってていいまますす！！」」とと心心のの中中でで叫叫んんででいいるるとと、、先先生生はは「「足足首首
ははここっっちちにに回回ししてて、、ヒヒザザはは回回ささなないいでで、、骨骨盤盤はは・・・・・・」」とと手手ををかかけけ
ななががらら言言っっててききまますす。。 
急急にに言言わわれれたた私私ははチチンンププンンカカンンププンン == 
理理解解ででききずずににいいるる私私にに、、先先生生ははああききららめめたたののかか、、レレッッススンン内内容容をを

「「踊踊るる」」ほほううにに戻戻しし、、レレッッススンンはは終終了了ししままししたた。。 
カカララダダのの故故障障もも特特別別無無くく育育っっててききたたははずずななののにに、、私私のの体体はは歪歪んんでで

いいるるのの？？ 
「「右右足足でで立立つつ」」っってて、、どどーーゆゆーーこことと？？とと思思いい続続けけてて、、ははやや４４～～５５
年年・・・・・・実実はは、、何何をを言言わわれれたたののかかがが、、ややっっとと分分かかっっててききたた今今日日ここのの
頃頃でですす（（苦苦笑笑・・・・・・続続くく））。。 

佐々木
さ さ き

正人
まさひと

先生

鍼灸師  鍼灸ささき・院長。

高松で鍼灸治療院を開いています。

趣味はトライアスロンです。

佐佐 々々木木 先先 生生 のの ひひひとととくくくちちちコココラララムムム

東東洋洋医医学学のの話話  

体体ののパパワワーーススポポッットト 

取扱商品：学校家具･研究施設･実験台、科学分析機器･実験機器、黒板･ｽｸﾘｰﾝ

保健室用品、理科室用品、家庭科・技術室用品、図工室用品など

※※※※  感感感感染染染染症症症症対対対対策策策策用用用用品品品品、、、、衛衛衛衛生生生生用用用用品品品品ををををおおおお探探探探ししししのののの方方方方はははは、、、、どどどどううううぞぞぞぞごごごご相相相相談談談談くくくくだだだだささささいいいい。。。。  

・消毒液・防護用品・除菌掃除用品・健康管理機器・使い捨てエプロン・手袋

・体温計・ハンドソープ・避難所に持参したい衛生セット(ｵﾘｼﾞﾅﾙ)

・加湿器・除菌用機器・換気用サーキュレーター・暖房機器・パーテーション

         土日・夜間のご相談も賜わります。こちらへ⇒⇒

・各種容器類(ｽﾌﾟﾚｰ、ﾐｽﾄﾎﾟﾝﾌﾟ、小分けｼﾞｬｸﾞ)・ペーパータオル類 他

   子子どどももたたちちのの未未来来づづくくりりをを手手ががけけ、、おおかかげげささままでで６６００年年

緑が丘しんぶん緑が丘しんぶん

メール、ファックスでお申し込みください。
→メール iwate.forum2015@gmail.com
→ FAX 019- 641-9678

１１ココママ  99,,000000円円（（税税別別）） これが、1 コマ広告です。

こ
の
新
聞
は
、
皆
様
か
ら
の
広
告
・
寄
付
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

補
助
金
等
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
い
た
だ
い
て
お
り
ま
せ
ん
。広広広広告告告告をををを募募募募集集集集ししししてててていいいいまままますすすす。。。。  

緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん 丘丘

（Ｃ）Ｎ．Ｈ

広広
告告
募募
集集 

１１ココママ  99,,000000円円（（税税別別）） 

２２ココママ 1188,,000000円円（（税税別別）） 

３３ココママ 2277,,000000円円（（税税別別）） 

５５ココママ 4455,,000000円円（（税税別別）） 

６６ココママ 5544,,000000円円（（税税別別）） 

緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん 丘丘

メール、ファックスでお申し込みください。

→メール iwate.forum2015@gmail.com

→ FAX 019- 641-9678

22ココママ広広告告  1188,,000000円円（（税税別別）） 

この枠が、2 コマです。

立立つつ！！



耳耳
のの
不不
調調
がが
脳脳
まま
でで
ダダ
メメ
にに
すす
るる 

今今
月月
はは
一一
冊冊
のの
書書
籍籍
をを
ごご
紹紹
介介
しし
たた
いい
とと

思思
いい
まま
すす
。。
著著
者者
はは
中中
川川
雅雅
文文
ささ
んん
とと
いい
うう
先先

生生
でで
、、
初初
版版
はは
２２
００
００
９９
年年
にに
発発
行行
ささ
れれ
たた
書書

籍籍
にに
なな
りり
まま
すす
。。 

ここ
のの
本本
のの
中中
でで
先先
生生
はは
「「
年年
をを
取取
れれ
ばば
難難
聴聴

にに
、、
はは
間間
違違
いい
？？
」」
「「
うう
つつ
やや
認認
知知
症症
のの
原原
因因

にに
もも
なな
るる
難難
聴聴
」」
「「
難難
聴聴
のの
原原
因因
はは
動動
脈脈
硬硬
化化

とと
騒騒
音音
」」
とと
いい
っっ
たた
よよ
うう
なな
内内
容容
をを
はは
じじ
めめ
とと

しし
、、
とと
てて
もも
分分
かか
りり
易易
くく
述述
べべ
らら
れれ
てて
いい
まま

すす
。。 皆皆

ささ
んん
もも
既既
にに
テテ
レレ
ビビ
やや
雑雑
誌誌
等等
でで
「「
難難
聴聴

がが
認認
知知
症症
のの
危危
険険
因因
子子
のの
一一
つつ
にに
」」
挙挙
げげ
らら
れれ

てて
いい
るる
事事
はは
ごご
存存
知知
かか
とと
思思
いい
まま
すす
。。 

 

たた
だだ
単単
にに
聞聞
ここ
ええ
辛辛
いい((

相相
手手
はは
話話
がが
伝伝
わわ

らら
なな
いい))

、、
テテ
レレ
ビビ
のの
音音
をを
高高
くく
すす
れれ
ばば
よよ
いい

((

周周
りり
はは
うう
るる
ささ
いい))

、、
自自
分分
はは
困困
らら
なな
いい((

相相

手手
はは
困困
るる
・・
疲疲
れれ
るる))

でで
はは
いい
ずず
れれ
済済
まま
なな

いい
・・
済済
まま
ささ
れれ
なな
いい
よよ
うう
にに
なな
っっ
てて
くく
るる((

なな

っっ
てて
いい
くく))

とと
もも
感感
じじ
まま
すす
。。 

ここ
のの
話話
をを
どど
うう
思思
いい
まま
すす
かか
？？
ここ
れれ
はは
私私

のの
父父
親親
やや
母母
親親
にに
もも
当当
然然
当当
てて
はは
まま
りり
まま
すす
。。

けけ
っっ
しし
てて
特特
別別
なな
他他
人人
事事
でで
はは
なな
いい
のの
でで
すす
。。 

書書
籍籍
がが
いい
ろろ
いい
ろろ
とと
発発
行行
ささ
れれ
てて 

例例
ええ
ばば
店店
内内
でで
はは
専専
門門
医医
のの
先先
生生
がが
書書
いい

たた
耳耳
・・
聞聞
ここ
ええ
・・
補補
聴聴
器器
にに
関関
すす
るる
本本
・・
書書
籍籍

のの
一一
部部
がが
飾飾
っっ
てて
ああ
りり
、、
知知
識識
のの
向向
上上
・・
ココ
ララ

ムム
やや
ブブ
ロロ
ググ
をを
書書
くく
際際
のの
調調
べべ
もも
のの
確確
認認
のの

際際
のの
参参
考考
にに
ささ
せせ
てて
頂頂
いい
てて
いい
まま
すす((

最最
近近
特特

にに
忘忘
れれ
っっ
ぽぽ
いい
なな
ーー
涙涙))

。。 

    

ドド
ララ
イイ
ヤヤ
ーー
でで
聞聞
いい
たた
ここ
とと
ああ
りり

まま
すす
よよ
ねね
？？ 

ププ
ララ
ズズ
〇〇
クク
ララ
スス
タタ
ーー
やや
ナナ
ノノ
〇〇

ーー
なな
どど
、、
ここ
れれ
らら
はは
結結
局局
のの
とと
ここ
ろろ
、、

ママ
イイ
ナナ
スス
イイ
オオ
ンン
ドド
ララ
イイ
ヤヤ
ーー
なな
のの

でで
すす
がが
、、
実実
際際
にに
ママ
イイ
ナナ
スス
イイ
オオ
ンン
がが

髪髪
のの
毛毛
にに
良良
いい
かか
どど
うう
かか
はは
よよ
くく
わわ

かか
っっ
てて
おお
りり
まま
せせ
んん
。。 

ドド
ララ
イイ
ヤヤ
ーー
でで
ママ
イイ
ナナ
スス
のの
電電
子子

がが
作作
らら
れれ
てて
、、
風風
とと
共共
にに
噴噴
射射
ささ
れれ

てて
、、
空空
気気
中中
のの
水水
分分
とと
くく
っっ
つつ
いい
てて
髪髪

のの
毛毛
にに
馴馴
染染
むむ
とと
言言
うう
わわ
けけ
でで
すす
がが
、、 

よよ
うう
はは
、、
空空
気気
中中
のの
水水
分分
がが
ママ
イイ
ナナ
スス

イイ
オオ
ンン
化化
ささ
れれ
てて
髪髪
にに
付付
くく
だだ
けけ
なな

のの
でで
、、
そそ
のの
時時
はは
しし
っっ
とと
りり
すす
るる
がが
、、

乾乾
かか
せせ
ばば
同同
じじ
ここ
とと
にに
なな
りり
まま
すす
。。 

無無
いい
よよ
りり
はは
ああ
っっ
たた
方方
がが
良良
いい
でで

しし
ょょ
うう
がが
、、
購購
入入
すす
るる
時時
はは
そそ
ここ
にに
フフ

ォォ
ーー
カカ
スス
しし
すす
ぎぎ
るる
よよ
りり
はは
、、
ワワ
ッッ
トト

数数
やや
後後
ろろ
やや
横横
のの
空空
気気
穴穴
、、
ココ
ーー
ドド
のの

長長
ささ
なな
どど
、、
そそ
れれ
以以
外外
のの
部部
分分
をを
しし
っっ

かか
りり
見見
てて
選選
ぶぶ
とと
良良
いい
でで
しし
ょょ
うう
。。 

聞聞
ここ
ええ
はは
心心
とと
体体
のの
ビビ
タタ
ミミ
ンン
剤剤 

おお
早早
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす
。。
納納
品品
時時
にに
はは
すす
でで
にに
気気

にに
入入
っっ
てて
使使
いい
ここ
なな
せせ
るる
状状
態態
をを
作作
っっ
てて
いい
くく
補補

聴聴
器器
１１
番番
館館
のの
田田
中中
敦敦
でで
すす
。。 

耳耳
・・
聞聞
ここ
ええ
のの
問問
題題
はは
人人
とと
人人
とと
のの
間間
にに
見見
ええ

なな
いい
垣垣
根根
をを
作作
るる
、、
とと
いい
っっ
たた
様様
なな
内内
容容
のの
話話
しし

をを
ああ
のの
ママ
ザザ
ーー
テテ
レレ
ササ
はは
しし
たた
そそ
うう
でで
すす
。。 

耳耳
とと
聞聞
ここ
ええ
のの
問問
題題
、、
ここ
のの
機機
会会
にに
家家
族族
内内
でで

一一
度度
「「
話話
しし
合合
うう
機機
会会
」」
をを
持持
っっ
てて
みみ
まま
せせ
んん
かか
。。 

 

おお
電電
話話
でで
のの
問問
いい
合合
わわ
せせ
やや
来来
店店
ささ
れれ
たた
相相
談談

者者
様様
がが
話話
ささ
れれ
るる
内内
容容((

周周
りり
のの
方方
のの
話話
やや
周周
りり

のの
方方
をを
見見
・・
知知
りり
しし
てて
いい
てて))

のの
一一
つつ
にに
、、
購購
入入
しし

たた
もも
のの
のの
「「
使使
っっ
てて
いい
なな
いい
」」「「
雑雑
音音
がが
入入
りり
使使
ええ

なな
いい
」」「「
よよ
くく
聞聞
ここ
ええ
なな
いい
」」
等等
にに
よよ
りり
不不
安安
やや
疑疑

問問
がが
在在
りり
まま
すす
。。
とと
言言
っっ
たた
様様
なな
おお
話話
をを
頂頂
戴戴
しし

まま
すす
。。 

確確
かか
にに
ここ
のの
様様
なな
状状
況況
をを
先先
にに
見見
知知
りり
しし
てて
いい

たた
なな
らら
、、
私私
でで
もも
不不
安安
にに
なな
りり
まま
すす
。。 

しし
かか
しし
、、
ここ
れれ
らら
のの
方方
がが
「「
ああ
るる
事事
」」
をを
先先
にに

済済
まま
せせ
たた
上上
でで
のの
購購
入入
決決
断断
だだ
っっ
たた
のの
でで
しし
ょょ
うう

かか
？？
はは
たた
しし
てて
。。 

※※ 

補補
聴聴
器器
のの
ここ
とと
をを
考考
ええ
はは
じじ
めめ
たた
時時
、、

はは
じじ
めめ
にに
補補
聴聴
器器
相相
談談
医医((

又又
はは
耳耳
鼻鼻
咽咽
喉喉
科科

専専
門門
医医))

をを
先先
にに
受受
診診
しし
段段
階階
をを
経経
てて
取取
りり
組組

まま
れれ
るる
ここ
とと
をを
当当
店店
なな
どど
認認
定定
補補
聴聴
器器
専専
門門

店店
及及
びび
認認
定定
補補
聴聴
器器
技技
能能
者者
はは
ごご
提提
案案
しし
てて

いい
まま
すす
。。 

そそ
ここ
にに
はは
病病
気気
のの
診診
断断
とと
治治
療療
をを
最最
優優
先先

にに
考考
ええ
るる
必必
要要
がが
医医
療療
器器
具具
にに
分分
類類
ささ
れれ
るる

「「
補補
聴聴
器器
」」
にに
とと
っっ
てて
欠欠
かか
せせ
なな
いい
とと
考考
ええ
るる

重重
要要
性性
がが
そそ
ここ
にに
はは
在在
るる
とと
思思
うう
かか
らら
でで
すす
。。 

補補
聴聴
器器
にに
つつ
いい
てて
正正
しし
くく
取取
りり
組組
むむ
事事
はは

役役
立立
つつ
商商
品品
とと
なな
るる
事事
をを
意意
味味
しし
てて
いい
まま
すす
。。 

 

今今
月月
もも
有有
難難
うう
ごご
ざざ
いい
まま
しし
たた
。。 

    

 
緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 （４）

第第１１９９話話（（番番外外編編）） 耳耳のの不不調調がが脳脳ををダダメメににすするる!!?? 書書籍籍ののごご紹紹介介 

田田中中
た な か

 敦敦
あつし

 ささんん

補補聴聴器器でで取取りり戻戻すす ！！ 

笑笑顔顔ああふふれれるる日日常常生生活活

連連載載 
（（アアッッププデデーートト版版）） 

認定補聴器専門店を経営されている田中敦さんのコラム。リニュアルしました。
田中さんのお父様も補聴器を使用中だそうです。「まず不安の解決、そして次に、
喜んでもらいたい」という気持ちを大切にしている田中さんの本音コラム。
そのアップデート版です。（編集室）

風風ととａａｏｏのの美美容容室室髪が、心地よく風になびく……
自分らしいことに気づく瞬間です。

緑緑がが丘丘ヒヒルルズズ入入口口。。 
tteell  001199--668811--44330022  

定定休休日日はは月月曜曜。。不不定定休休あありりまますす。。

営営業業時時間間 火火～～土土 1100::0000～～2200::0000 
日日・・祝祝 1100::0000～～1188::0000

詳しくはホームページをどうぞ

メール y.nakadate@outlook.jp
LINE@  @ｉｓａ7399

第５４話 マイナスイオンって？

2010 年ＨＩＫＡＲＩＣＵＰグラン

プリ・ジャーナル賞、2012年ミルボ

ン・デザイナーズアビリティー最高

賞、2018年ジャパンへアドレッシン

グ・アワード北海道・東北エリア・

ノミネートなど多数受賞。

『風とａｏの美容室』店主。

中中
なか

舘舘
だて

 弥弥
や

寿寿
す

夫夫
お

 ささんん 

中舘さんがおっしゃいました。「だれもが『自分の髪で

生きていく』と決めていますよね。でも、意外と知ら

ないんですよ、自分の髪と頭皮のこと」（編集室）

カカリリススママ美美容容師師ののエエッッセセーー 

知ったら優しくしちゃう、髪のこと

髪と頭皮と

私

広広
告告
募募
集集 

メール、ファックスでお申し込みください。

→メール iwate.forum2015@gmail.com

→ FAX 019- 641-9678
3コマ 27,000円（税別）

これが、3コマ広告です。

（Ｃ）Ｎ．Ｈ〇対象年齢 幼幼児児((00歳歳かからら))、、小小学学生生、、中中学学生生、、高高校校生生 

〇費 用  11教教科科ああたたりり月月額額 77,,115500円円((幼幼児児・・小小学学生生)) 

中中学学生生はは 11教教科科 88,,225500円円//月月、、高高校校生生以以上上はは 99,,335500円円//月月。。 

〇教室日  教教室室ででのの学学習習はは、、週週 22回回でですす。。月月・・火火・・木木・・金金 1144::0000〜〜2200::0000 

セセブブンン 
イイレレブブンンささんん 

アア
ネネ
ッッ
クク
スス 

カカ
ワワ
トト
クク
ささ
んん 

→→県県営営球球場場へへ 

ジジ
ョョ
イイ
スス
ささ
んん 

松松
園園
方方
面面 

高高
松松
方方
面面 

くくももんん緑緑がが丘丘教教室室 緑緑がが丘丘２２丁丁目目２２−−１１５５ ｼｼｬｬﾘﾘﾏﾏｰーｸｸﾞ゙ﾘﾘｰーﾝﾝﾋﾋﾙﾙ１１階階

教教室室電電話話 001199--666611--55008822  ケケーータタイイ 009900--44004466--00779999 

分分数数のの計計算算 

↓↓ ここれれがが解解けけなないいまままま、、中中学学校校にに行行ききまますすかか？？ 

「「学学ぶぶ習習慣慣をを、、早早いい時時期期にに身身ににつつけけるるとと、、子子どどももはは、、ととててもも伸伸びびまますす。。」」担担当当：：佐佐藤藤 

小小学学校校３３年年生生のの後後半半ああたたりりかからら、、 

勉勉強強のの「「坂坂道道」」はは、、「「急急坂坂」」ににななりりまますす。。 

算算数数でではは、、「「分分数数」」がが出出てて来来まますす。。 

２２とと４４なならら、、どどちちららがが大大ききいいかか、、すすぐぐ分分かかりりまますす。。 

ととこころろがが、、１１／／２２とと１１／／４４なならら、、「「？？」」ととななっっててししままいいまますす。。 

 

分分数数のの計計算算力力はは、、中中学学校校ででもも必必須須ののチチカカララととししてて 

求求めめらられれまますす。。でですすののでで、、小小学学校校のの授授業業にに一一度度乗乗りり遅遅れれるるとと、、

大大変変でですす。。 

 

公公文文式式のの勉勉強強のの進進みみ方方はは、、各各人人ののペペーーススにに合合わわせせまますす。。 

公公文文式式のの勉勉強強でではは、、高高校校レレベベルルのの事事柄柄にに至至るるままでで、、 

小小学学校校・・中中学学校校・・高高校校のの授授業業ののレレベベルルととはは違違っってて、、 

各各人人ののペペーーススにに合合わわせせまますす。。 

ななののでで、、各各人人のの習習熟熟度度にに合合わわせせてて、、じじっっくくりり取取りり組組めめまますす。。

４  ８
１ －
９  ９

（（問問題題））次次のの計計算算ををししななささいい。。 

↓↓ 
 
どどううややっってて、、解解くくのの？？ 
（（解解答答例例））

小小３３かからら小小４４へへのの壁壁

解解答答例例はは、、下下記記ををごご覧覧くくだだささいい。。

４  ８     13－8   ５
１ －
９   ９      ９    ９     

田田中中ささんんののおお仕仕事事はは、、おお１１人人おお１１人人がが

抱抱ええるる悩悩みみ事事・・困困りり事事、、希希望望にに対対すするる解解
決決にに向向けけたたササーービビススココンンササルル業業でですす。。 

中中川川雅雅文文先先生生著著。。アアママゾゾンン 

ななどどでで今今もも買買ええるるよよううでですす。。 

最最近近はは耳耳鳴鳴りりやや難難聴聴、、補補聴聴器器ににつつ

いいてて一一般般のの方方、、広広くく向向けけてて発発行行ささ

れれるる書書籍籍がが増増ええたたよよううにに感感じじまま

すす。。どどれれももイイララスストトやや図図表表をを多多くく

使使用用ししととててもも分分かかりり易易りりややすすくく工工

夫夫さされれてていいまますす。。ぜぜひひ購購読読をを。。 



緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 
（５）

地域の方々の健康維持と増進のためのコラムを書いていただくよう、
先生にお願いしました。関係方面のご理解のもと、連載することと
いたしました。（編集室）

わわたたななべべ先先生生のの健健康康ノノーートト（（第第６６７７回回）） 

渡渡邊邊
わたなべ

 活活見見
かつみ

 先先生生 
（（ププロロフフィィーールル）） 
わわたたななべべ内内科科・・脳脳神神経経内内科科ククリリニニッックク（（高高松松３３丁丁目目））
院院長長。。長長年年ににわわたたりり、、脳脳神神経経内内科科医医ととししてて診診療療ににたた
ずずささわわっっててここらられれままししたた。。医医大大時時代代ははババイイオオリリンンをを
演演奏奏ししてておおらられれたたそそううでですす。。 

ズズキキズズキキすするる！！ 締締めめ付付けけらられれるる！！ 
そそのの頭頭痛痛、、ももししかかししてて天天気気ののせせいいかかもも？？
のの！！ 

梅梅雨雨がが明明けけたたとと思思っったたらら、、今今度度はは台台風風のの進進路路がが気気ににななるる今今日日ここのの頃頃。。 
ここのの時時期期はは、、急急激激なな気気圧圧のの変変化化ななどどにによよるる頭頭痛痛のの患患者者ささんんがが多多くく来来院院さされれまますす。。
「「雨雨がが降降るる前前にに頭頭痛痛ががすするる」」「「気気圧圧がが変変化化すするるとと頭頭がが痛痛くくななるる」」「「季季節節のの変変わわりり目目にに
頭頭痛痛がが出出ややすすいい」」「「台台風風がが来来るるとと頭頭痛痛ががすするる」」「「梅梅雨雨時時期期はは頭頭痛痛がが長長引引ききががちち」」・・・・・・
ここんんなな症症状状ががああるるああななたたはは、、「「天天気気頭頭痛痛」」かかももししれれまませせんん！！ 

天天
気気
頭頭
痛痛
のの
原原
因因 

人人
間間
はは
、、
気気
温温
・・
気気
圧圧
・・
湿湿
度度
とと
いい
っっ
たた
環環
境境
のの

変変
化化
にに
対対
しし
てて
意意
識識
すす
るる
ここ
とと
なな
くく
体体
をを
変変
化化
ささ

せせ
てて
対対
応応
しし
てて
いい
まま
すす
。。 

気気
象象
病病
やや
天天
気気
頭頭
痛痛
はは
、、
ここ
のの
無無
意意
識識
のの
対対
応応
がが

環環
境境
のの
変変
化化
にに
対対
処処
でで
きき
なな
くく
なな
っっ
てて
自自
律律
神神
経経

のの
ババ
ララ
ンン
スス
がが
崩崩
れれ
るる
たた
めめ
にに
発発
生生
すす
るる
とと
言言
わわ

れれ
てて
いい
まま
すす
。。 

特特
にに
「「
気気
圧圧
のの
急急
激激
なな
変変
化化
」」
はは
、、
耳耳
のの
奥奥
にに
ああ

るる
内内
耳耳
（（
なな
いい
じじ
））
なな
どど
のの
気気
圧圧
をを
感感
じじ
るる
セセ
ンン
ササ

ーー
をを
刺刺
激激
しし
てて
しし
まま
いい
、、
自自
律律
神神
経経
がが
交交
感感
神神
経経
優優

位位
とと
なな
りり
、、
そそ
れれ
がが
スス
トト
レレ
スス
刺刺
激激
とと
なな
っっ
てて
頭頭
痛痛

をを
はは
じじ
めめ
とと
しし
たた
様様
々々
なな
症症
状状
をを
引引
きき
起起
ここ
すす
のの

でで
はは
なな
いい
かか
とと
考考
ええ
らら
れれ
てて
いい
まま
すす
。。 

まま
たた
、、
気気
圧圧
のの
低低
下下
にに
よよ
りり
体体
のの
押押
ささ
れれ
るる
力力
がが

減減
りり
、、
血血
管管
がが
拡拡
張張
しし
やや
すす
くく
なな
るる
のの
がが
原原
因因
とと
すす

るる
説説
もも
ああ
りり
まま
すす
。。 

11..自自律律神神経経をを整整ええるる「「生生活活習習慣慣」」をを身身ににつつけけよようう！！ 

普普段段かからら自自律律神神経経ののババラランンススをを整整ええるる生生活活習習慣慣をを

身身にに着着けけるるここととでで、、天天気気やや気気圧圧のの変変化化にによよるる体体調調不不

良良をを予予防防すするる効効果果がが期期待待さされれまますす。。 

具具体体的的ににはは、、「「ババラランンススののととれれたた食食事事」」「「66 時時間間以以

上上のの良良質質なな睡睡眠眠」」「「少少しし汗汗ををかかくくよよううなな適適度度なな運運動動」」

とといいっったたここととがが重重要要でで、、特特にに食食事事とと睡睡眠眠はは、、身身体体のの

健健康康維維持持ののたためめににもも常常にに心心掛掛けけたたいい習習慣慣でですす。。 

ままたた、、入入浴浴やや外外気気にに触触れれてて汗汗ををかかくくここととはは、、身身体体

にに元元々々備備わわっったた体体調調をを維維持持すするるたためめのの対対応応力力をを呼呼びび

起起ここししまますす。。 

 

22..「「耳耳ももみみ体体操操」」でで血血行行不不良良をを予予防防ししよようう！！ 

両両耳耳をを手手ででつつままんんでで上上下下やや横横にに引引っっ張張っったたりり、、つつ

ままんんだだまままま回回ししたたりりすするる耳耳ののママッッササーージジもも良良いいとと言言

わわれれてていいまますす。。 

耳耳とと耳耳ののままわわりりをを揉揉みみほほぐぐすすここととでで、、内内耳耳のの血血流流

がが良良くくななるるとと自自律律神神経経のの機機能能がが整整いい、、天天気気頭頭痛痛のの予予

防防やや改改善善にに繋繋ががりりまますす。。 

 

33..天天気気予予報報をを活活用用ししよようう！！ 

天天気気予予報報をを活活用用ししてて体体調調管管理理ををすするるののもも良良いい方方法法

でですす。。 

最最近近はは、、現現在在地地情情報報かからら天天気気やや気気圧圧のの変変化化をを知知らら

せせるるアアププリリやや、、数数日日間間のの天天気気とと合合わわせせてて天天気気頭頭痛痛発発

生生リリススククをを教教ええててくくれれるる予予報報ササイイトトななどどががあありり、、スス

ママーートトフフォォンンかかららいいつつででもも閲閲覧覧でできき、、早早めめののススケケジジ

ュューールル調調整整やや、、事事前前にに頭頭痛痛薬薬をを飲飲むむななどどのの対対策策にに役役

立立ちちまますす。。 

天天天天
気気気気
頭頭頭頭
痛痛痛痛
とと
はは
？？  

天天気気頭頭痛痛のの予予防防法法 

モモニニタターー募募集集 ！！ 

「「緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん 丘丘」」編編集集室室

（（モモニニタターー内内容容）） 
新新聞聞記記事事ににつついいてて、、下下記記のの点点ををごご記記入入願願いいまますす。。 

 
１１．．新新聞聞をを読読んんででのの『『喜喜びびのの声声』』ををおお聞聞かかせせくくだだささいい。。 

 
２２．．新新聞聞でで取取りり上上げげててももららいいたたいい店店・・人人をを推推薦薦ししててくくだだささいい。。 
該該当当店店舗舗・・ごご当当人人ささんんののごご了了解解のの有有無無ににつついいてて記記載載ががあありりままししたたらら、、助助かかりりまますす。。 
たただだしし、、内内容容・・期期日日にによよっっててははごご希希望望にに沿沿ええなないい場場合合ががごござざいいまますすこことと、、予予めめ、、 
ごご了了解解願願いいまますす。。 
ままたた、、広広告告がが多多数数入入っってていいるる場場合合はは、、ごご希希望望にに沿沿ええなないいここととももあありりまますす。。 

 

※ 応応募募者者全全員員のの方方にに、、「「粗粗品品」」をを郵郵送送ににてて進進呈呈ししまますす。。 
            粗粗品品～～切切手手シシーートト 

ハハガガキキにに、、〒〒、、住住所所、、氏氏名名、、電電話話番番号号をを明明記記のの上上、、下下記記のの「「モモニニタターー内内容容」」ににつついいてて

記記載載ををおお願願いいししまますす。。 

ハハガガキキののみみででのの応応募募。。締締めめ切切りり、、令令和和 33年年 1100月月 2200日日（（当当日日消消印印有有効効））。。 

粗粗品品のの発発送送をを持持っってて発発表表ににかかええまますす。。個個人人情情報報はは用用途途以以外外にに使使用用いいたたししまませせんん。。  

応応募募先先 〒〒002200--00661111 滝滝沢沢市市巣巣子子 220088番番地地 3311   

ＮＮＰＰＯＯ法法人人 いいわわてて地地域域活活性性化化フフォォーーララムム  「「緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん 丘丘」」編編集集室室   宛宛 

ハハガガキキののみみでで、、ごご応応募募くくだだささいい。。 

天天
気気
頭頭
痛痛
のの
症症
状状 

天天
気気
のの
影影
響響
でで
起起
ここ
るる
頭頭
痛痛
のの
症症
状状
とと
しし
てて
はは
、、

まま
ずず
はは
頭頭
のの
血血
管管
のの
拡拡
張張
にに
よよ
るる
ズズ
キキ
ズズ
キキ
とと
脈脈

打打
つつ
よよ
うう
なな
片片
頭頭
痛痛
がが
挙挙
げげ
らら
れれ
まま
すす
。。 

多多
くく
のの
場場
合合
がが
頭頭
のの
片片
側側
だだ
けけ
にに
起起
ここ
りり
まま
すす

がが
、、
両両
側側
にに
起起
ここ
るる
ここ
とと
もも
ああ
りり
まま
すす
。。
まま
たた
、、
後後

頭頭
部部
やや
首首
のの
後後
ろろ
側側
のの
筋筋
肉肉
のの
ここ
りり
にに
よよ
るる
頭頭
全全

体体
がが
締締
めめ
付付
けけ
らら
れれ
るる
よよ
うう
なな
緊緊
張張
型型
頭頭
痛痛
がが
現現

れれ
るる
人人
もも
いい
まま
すす
。。 

同同
じじ
天天
気気
頭頭
痛痛
でで
もも
、、
天天
気気
やや
気気
圧圧
のの
変変
化化
にに
よよ

っっ
てて
血血
管管
にに
影影
響響
をを
受受
けけ
るる
人人
、、
筋筋
肉肉
にに
影影
響響
をを
受受

けけ
るる
人人
がが
いい
るる
とと
いい
うう
ここ
とと
ああ
りり
、、
人人
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
自自

律律
神神
経経
のの
ババ
ララ
ンン
スス
のの
乱乱
れれ
方方
がが
違違
うう
のの
でで
すす
。。 

天天
気気
頭頭
痛痛
にに
なな
りり
やや
すす
いい
人人 

気気
象象
病病
やや
天天
気気
頭頭
痛痛
はは
女女
性性
にに
多多
くく
、、
男男
性性
のの
約約

４４
倍倍
とと
言言
わわ
れれ
てて
いい
まま
すす
。。 

女女
性性
はは
、、
ホホ
ルル
モモ
ンン
ババ
ララ
ンン
スス
にに
左左
右右
ささ
れれ
やや
すす

いい
性性
質質
がが
ああ
りり
、、
感感
覚覚
もも
敏敏
感感
でで
、、
微微
妙妙
なな
気気
圧圧
のの

変変
化化
をを
感感
じじ
取取
りり
やや
すす
いい
面面
がが
ああ
るる
のの
かか
もも
しし
れれ

まま
せせ
んん
。。 

まま
たた
、、
そそ
のの
人人
のの
気気
質質
にに
もも
関関
係係
がが
ああ
りり
まま
すす
。。 

小小
ささ
なな
事事
がが
気気
にに
なな
るる
人人
、、
スス
トト
レレ
スス
をを
感感
じじ
やや

すす
いい
人人
はは
自自
律律
神神
経経
のの
ババ
ララ
ンン
スス
がが
崩崩
れれ
やや
すす
いい

たた
めめ
気気
象象
病病
やや
天天
気気
頭頭
痛痛
にに
なな
りり
やや
すす
いい
とと
言言
ええ

まま
すす
。。 

雨雨のの日日はは古古傷傷がが痛痛むむななどど、、昔昔かからら天天気気とと体体調調ににままつつわわるる言言いい伝伝ええははあありり
まますすがが、、天天気気のの変変化化にによよっってて症症状状がが出出現現すするる、、ああるるいいはは悪悪化化すするる病病気気のの総総
称称をを「「気気象象病病」」とと言言いいまますす。。 
そそのの症症状状はは実実ににささままざざままでで、、頭頭痛痛、、首首ここりり、、肩肩ここりり、、めめままいい、、耳耳鳴鳴りり、、
関関節節痛痛、、神神経経痛痛、、ううつつ、、不不安安症症ななどどがが挙挙げげらられれまますす。。 
中中ででもも多多いいののがが頭頭痛痛でで、、ここのの天天気気やや気気圧圧のの変変化化ななどどにに影影響響さされれてて起起ききるる
頭頭痛痛ののここととをを「「天天気気頭頭痛痛」」とと言言いいまますす。。 

辛い頭痛でも、予防法があります。

ググルルーーププ料料金金 5555分分／／11回回××1122回回＝＝￥￥1133,,220000～～ 
 

個個人人レレッッススンン、、出出張張レレッッススンン等等レレッッススンン内内容容ももいいろろいいろろ！！ 

ググルルーーププレレッッススンンはは、、初初心心者者～～上上級級ままでで 

おお気気軽軽ににおお問問いい合合わわせせ下下ささいい。。学学生生割割引引あありりまますす。。 

緑緑がが丘丘 33--1199--1133    駐駐車車場場有有りりまますす 

定定休休日日：：日日曜曜日日   
月月～～金金 1111：：0000～～2211：：0000  土土・・祝祝 1111：：0000～～1188：：0000 

いいいいわわわわももももちちちちダダダダンンンンススススススススタタタタジジジジオオオオ  
ＴＴＥＥＬＬ ００１１９９－－６６６６４４－－００００６６６６ 

山山留留ささんん 
松松園園方方面面→→ 

セセブブンン 
イイレレブブンンささんん

ＰＰ 

アアネネッッククスス 
カカワワトトククささんん

ママルルイイチチささんん 

おおおお得得得得なななな  ググググルルルルーーーーププププレレレレッッッッススススンンンン  

９９月月 ススタターートト  

初初心心者者ココーースス 火火曜曜日日 1188::0000～～  又又はは 木木曜曜日日 1133::0000～～ 

おおととななもも!! 

ここどどもももも!!!! 

３３かか月月（（１１２２回回））でで４４種種目目 踊踊れれるる!!!! 



温温
かか
なな
飲飲
みみ
物物
がが
恋恋
しし
くく
なな
るる
季季
節節 

1100
月月
11
日日
はは
『『
ココ
ーー
ヒヒ
ーー
のの
日日
』』。。
ブブ
ララ
ジジ
ルル
（（
世世

界界
一一
のの
生生
産産
国国
））
のの
、、
ココ
ーー
ヒヒ
ーー
のの
新新
年年
度度
がが
始始
まま

るる
日日
にに
ちち
なな
みみ
、、
国国
際際
的的
にに
記記
念念
日日
とと
しし
たた
そそ
うう
でで

すす
。。
そそ
ろろ
そそ
ろろ
温温
かか
なな
飲飲
みみ
物物
がが
、、
恋恋
しし
くく
なな
るる
季季

節節
でで
すす
。。
そそ
んん
なな
時時
にに
何何
をを
飲飲
みみ
たた
いい
かか
をを
、、
昨昨
年年

11
万万
人人
にに
アア
ンン
ケケ
ーー
トト((

ウウ
ェェ
ザザ
ーー
ニニ
ュュ
ーー
スス))

しし

たた
とと
ここ
ろろ
、、
ココ
ーー
ヒヒ
ーー
派派
がが
なな
んん
とと
6677
％％
でで
、、
緑緑
茶茶

やや
紅紅
茶茶
をを
抑抑
ええ
てて
断断
トト
ツツ
11
位位
でで
しし
たた
。。 

ささ
てて
ココ
ーー
ヒヒ
ーー
にに
かか
かか
わわ
るる
家家
電電
、、
いい
わわ
ゆゆ
るる

『『
ココ
ーー
ヒヒ
ーー
家家
電電
』』
のの
最最
近近
のの
ブブ
ーー
ムム
はは
、、
豆豆
かか
らら

ココ
ーー
ヒヒ
ーー
をを
いい
れれ
るる
、、
そそ
のの
名名
もも
『『
全全
自自
動動
ココ
ーー
ヒヒ

ーー
メメ
ーー
カカ
ーー
』』
でで
すす
。。
使使
いい
方方
はは
……
ごご
想想
像像
どど
おお

りり
！！
ココ
ーー
ヒヒ
ーー
豆豆
とと
水水
をを
、、
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
決決
まま
っっ
たた
とと

ここ
ろろ
にに
セセ
ッッ
トト
しし
たた
らら
、、
スス
イイ
ッッ
チチ
をを
ポポ
チチ
ッッ
とと
押押

しし
、、
ああ
とと
はは
出出
来来
上上
がが
りり
をを
待待
つつ
だだ
けけ
なな
んん
でで
すす
。。 

最最
初初
にに
、、
豆豆
をを
挽挽
くく
ガガ
ガガ
ガガ
ッッ
とと
いい
うう
音音
がが
1100

秒秒
ほほ
どど
、、
そそ
のの
後後
静静
かか
にに
ココ
ーー
ヒヒ
ーー
のの
抽抽
出出
にに
移移
りり

まま
すす
。。
すす
でで
にに
ここ
のの
ああ
たた
りり
でで
、、
ココ
ーー
ヒヒ
ーー
のの
良良
いい

香香
りり
がが
フフ
ワワ
～～
っっ
とと
漂漂
いい
始始
めめ
まま
すす
。。
沸沸
騰騰
浄浄
水水
機機

能能
にに
よよ
りり
、、
カカ
ルル
キキ
をを
99
割割
ほほ
どど
カカ
ッッ
トト
しし
たた
おお
湯湯

はは
、、
美美
味味
しし
ささ
をを
引引
きき
出出
しし
まま
すす
。。 

パパソソココン 人に聞けない 話題題 

第第 1155話話  覚覚ええてておおけけばば効効率率ＵＵＰＰ！！ 
シショョーートトカカッットト・・キキーー ～～ ワワーードド編編 ～～   

 

   

ン 人に聞けない 話

豆豆
をを
挽挽
きき
分分
けけ
るる
ココ
ーー
ヒヒ
ーー
メメ
ーー
カカ
ーー 

まま
ずず
、、
適適
温温
にに
制制
御御
ささ
れれ
たた
少少
量量
のの
おお
湯湯
でで
、、
挽挽

きき
たた
てて
のの
ココ
ーー
ヒヒ
ーー
粉粉
をを
蒸蒸
らら
しし
、、
そそ
のの
後後
自自
動動
でで

調調
節節
しし
なな
がが
らら
、、
ドド
リリ
ッッ
ププ
しし
てて
いい
きき
まま
すす
。。
ほほ
どど

なな
くく
ピピ
ピピ
ッッ
とと
いい
うう
音音
がが
すす
れれ
ばば
、、
出出
来来
上上
がが
りり
のの

おお
知知
らら
せせ
でで
、、
手手
軽軽
にに
本本
格格
的的
なな
挽挽
きき
たた
てて
、、
いい
れれ

たた
てて
のの
ココ
ーー
ヒヒ
ーー
をを
味味
わわ
うう
ここ
とと
がが
でで
きき
まま
すす
。。 

豆豆
のの
挽挽
きき
分分
けけ
はは
、、
中中
細細
挽挽
きき
とと
粗粗
挽挽
きき
のの
22
種種

類類
かか
らら
、、
抽抽
出出
時時
のの
いい
れれ
分分
けけ
はは
、、
ママ
イイ
ルル
ドド
とと
リリ

ッッ
チチ
のの
22
種種
類類
かか
らら
とと
、、
同同
じじ
豆豆
でで
もも
組組
みみ
合合
わわ
せせ

次次
第第
でで
いい
ろろ
いい
ろろ
楽楽
しし
めめ
まま
すす
。。 

まま
たた
、、
流流
行行
のの
カカ
フフ
ェェ
イイ
ンン
をを
控控
ええ
たた
『『
デデ
カカ
フフ

ェェ
豆豆
』』
をを
、、
美美
味味
しし
くく
抽抽
出出
すす
るる
ココ
ーー
スス
もも
ああ
りり
まま

すす
。。 ココ

ーー
ヒヒ
ーー
ミミ
ルル
のの
よよ
うう
なな
粉粉
物物
をを
扱扱
うう
家家
電電
はは
、、

おお
手手
入入
れれ
にに
気気
をを
使使
いい
まま
すす
がが
、、
ここ
のの
ココ
ーー
ヒヒ
ーー
メメ

ーー
カカ
ーー
のの
ミミ
ルル
はは
自自
動動
洗洗
浄浄
なな
のの
でで
、、
勝勝
手手
にに
キキ
レレ

イイ
にに
なな
っっ
てて
、、
とと
てて
もも
ララ
クク
でで
すす
。。 

毎毎
回回
のの
洗洗
いい
物物
はは
、、
ババ
スス
ケケ
ッッ
トト
とと
ポポ
ッッ
トト
だだ
けけ

とと
はは
ウウ
レレ
シシ
イイ
限限
りり
でで
すす
。。 

煮煮
詰詰
まま
りり
軽軽
減減
保保
温温
なな
どど
もも
つつ
いい
てて
おお
りり
、、
おお
うう

ちち
でで
ゆゆ
っっ
たた
りり
しし
たた
カカ
フフ
ェェ
気気
分分
をを
過過
ごご
せせ
まま
すす
。。 

著著
名名
なな
経経
営営
ココ
ンン
ササ
ルル
タタ
ンン
トト
ささ
んん

のの
ブブ
ロロ
ググ
にに
書書
いい
てて
ああ
りり
まま
しし
たた
。。 

「「
ババ
レレ
ンン
タタ
イイ
ンン
デデ
ーー
にに
花花
をを
売売
りり

たた
いい
がが
、、
何何
かか
良良
いい
アア
イイ
デデ
アア
はは
無無
いい

でで
すす
かか
？？
」」
とと
いい
うう
相相
談談
がが
、、
ああ
るる
花花

屋屋
のの
チチ
ェェ
ーー
ンン
店店
のの
社社
長長
かか
らら
ああ
っっ

たた
。。
そそ
ここ
でで
商商
品品
のの
組組
みみ
合合
わわ
せせ
をを
考考

ええ
てて
、、
チチ
ョョ
ココ
レレ
ーー
トト
とと
シシ
ャャ
ンン
パパ
ンン

をを
仕仕
入入
れれ
てて
花花
束束
とと
組組
みみ
合合
わわ
せせ
たた
商商

品品
をを
提提
案案
しし
たた
。。 

     

結結
果果
はは
、、
対対
前前
年年
比比
でで
５５
倍倍
のの
売売
上上
。。 

ＯＯ
ＬＬ
ささ
んん
がが
「「
ここ
うう
いい
うう
のの
、、
探探
しし

てて
いい
たた
のの
よよ
～～
」」
とと
言言
っっ
てて
購購
入入
しし
たた
。。 

そそ
のの
経経
営営
ココ
ンン
ササ
ルル
タタ
ンン
トト
ささ
んん
のの

結結
論論
。。「「
彼彼
女女
はは
そそ
のの
商商
品品
探探
しし
てて
いい
たた

っっ
てて
言言
うう
けけ
どど
、、
探探
せせ
るる
わわ
けけ
がが
なな
いい

んん
でで
すす
。。
だだ
っっ
てて
今今
まま
でで
世世
のの
中中
にに
なな

いい
商商
品品
だだ
かか
らら
。。
つつ
まま
りり
、、
消消
費費
者者
はは

未未
知知
のの
モモ
ノノ
をを
思思
いい
付付
かか
なな
いい
。。
店店
頭頭

でで
、、
自自
分分
がが
欲欲
しし
いい
商商
品品
にに
気気
づづ
いい
たた
、、

とと
いい
うう
ここ
とと
。。
消消
費費
者者
にに
ニニ
ーー
ズズ
はは
最最

初初
かか
らら
なな
かか
っっ
たた
。。
店店
頭頭
でで
商商
品品
にに
出出

会会
っっ
てて
初初
めめ
てて
ニニ
ーー
ズズ
がが
出出
てて
来来
たた
。。」」 

確確
かか
にに
言言
ええ
てて
るる
。。 

 
 

（（
ＨＨ
子子
）） 

緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 （６）

新しい家電、古い家電、かしこく素敵に使いたいですよね。

上田にある「柿沢電器」さんのご協力により、家電の賢い使い方のコラムを掲載します。（編集室）

小小野野田田
お の だ

 利利
り

枝枝
え

 ささんん 

ススタタッッフフのの皆皆ささんんとと

家電の賢い使い方

伝授します。

上田で電器店を経営され、家電の体験教室も
開催されています。盛岡市出身。

連載

かかししここいい 
LED(^^;

家家家家家家電電電電電電術術術術術術   

第４８回 ここんんなな家家電電もも、、全全自自動動 !!  

ココーーヒヒーーをを買買うう時時にに、、『『豆豆ののままままでで』』とと言言っってて
みみたたいいももののだだなな～～とと思思っってていいままししたた。。 
ききっっかかけけはは、、ごご近近所所にに NNAAGGAASSAAWWAA CCOOFFFFEEEEささんん
がが開開店店ししたたここととでですす。。おお店店のの近近くくをを通通るるとと、、とと
っっててもも良良いい香香りりががししててききまますす。。 
初初めめののううちちはは、、おお店店でで豆豆をを挽挽いいててももららいいまましし
たたがが、、いいろろいいろろ教教ええてていいたただだくくううちちにに、、せせっっかか
くくななののでで家家ででもも挽挽ききたたててをを飲飲んんででみみたたくくななりりまま
ししたた。。 
そそれれをを後後押押ししししたたののがが、、ここのの『『全全自自動動ココーーヒヒ
ーーメメーーカカーー』』でですす。。 
盛盛岡岡はは、、ココーーヒヒーーののおお店店がが様様々々ああるるよよううにに感感
じじまますす。。秋秋晴晴れれのの日日はは、、豆豆探探ししのの街街歩歩ききももイイイイ
かかもも。。出出会会っったた豆豆ををおおううちちでで挽挽いいてて、、いいれれたたてて
ココーーヒヒーーををおお気気にに入入りりののママイイカカッッププにに……ホホッッとと
一一息息、、至至福福のの時時がが過過ごごせせそそううでですすねね！！ 

パパソソココンンののノノウウハハウウをを伝伝授授ししまますす！！ 

皆皆ささんんここんんににちちはは！！YYEESSパパソソココンン学学院院のの江江見見でですす。。 

今今年年のの夏夏のの猛猛暑暑、、ひひどどかかっったたでですすねね。。ででもも、、ももううすすぐぐ

秋秋、、そそんんなな季季節節ととななっっててききままししたた！！ 
今今月月はは、、ワワーードドををよよりり効効率率よよくく使使うう方方法法ををごご紹紹介介ししまま

すす！！前前月月号号ででははエエククセセルルををよよりり効効率率よよくく使使ううたためめににシショョ

ーートトカカッットトキキーーををごご紹紹介介ししままししたた。。今今回回はは、、シショョーートトカカ

ッットトキキーー「「ワワーードド編編」」ををごご紹紹介介ししまますす 

連載

沸沸騰騰 浄浄水水ココーーヒヒーーメメーーカカーー 

江江見見
え み

 真真 一一
まさかず

先先生生 

シシ
ョョ
ーー
トト
カカ
ッッ
トト
・・
キキ
ーー
、、
覚覚
ええ
るる
まま
でで
がが
大大
変変

でで
すす
がが
、、
覚覚
ええ
てて
しし
まま
ええ
ばば
、、
操操
作作
効効
率率
がが
段段
違違
いい

にに
上上
がが
りり
まま
すす
！！ 

シシ
ョョ
ーー
トト
カカ
ッッ
トト
・・
キキ
ーー
はは
パパ
ソソ
ココ
ンン
全全
般般
でで
使使

ええ
まま
すす
。。
ワワ
ーー
ドド
やや
パパ
ワワ
ーー
ポポ
イイ
ンン
トト
はは
勿勿
論論
、、
他他

のの
ソソ
フフ
トト
でで
もも
共共
通通
しし
てて
使使
ええ
るる
ここ
とと
がが
多多
いい
でで

すす
。。 普普

段段
よよ
くく
行行
うう
操操
作作
だだ
けけ
でで
もも
覚覚
ええ
てて
おお
くく
とと
世世

界界
がが
変変
わわ
るる
とと
思思
いい
まま
すす
よよ
♪♪
今今
回回
はは
、、
ワワ
ーー
ドド
のの

シシ
ョョ
ーー
トト
カカ
ッッ
トト
・・
キキ
ーー
をを
ごご
紹紹
介介
しし
まま
すす
！！ 

・・フファァイイルルをを開開くく CCTTRRLLキキーー＋＋OO 

・・フファァイイルルをを保保存存すするる CCTTRRLLキキーー＋＋SS 

・・行行っったた操操作作をを元元にに戻戻すす CCTTRRLLキキーー＋＋ZZ 

・・切切りり取取りり CCTTRRLLキキーー＋＋XX 

・・ココピピーー CCTTRRLLキキーー＋＋CC 

・・貼貼りり付付けけ CCTTRRLLキキーー＋＋VV 

パパソソココンン全全般般でで使使ええるるシショョーートトカカッットト・・キキーー 

ワワーードドでで使使ええるるシショョーートトカカッットト・・キキーー 

・・文文字字装装飾飾 CCTTRRLLキキーー＋＋（（太太字字：：BB））（（斜斜体体：：II））（（下下線線：：UU）） 

・・段段落落のの位位置置揃揃ええ CCTTRRLLキキーー＋＋（（右右揃揃ええ：：RR）） 

（（中中央央揃揃ええ：：EE））（（両両端端揃揃ええ：：JJ）） 

・・改改ペペーージジ挿挿入入 CCTTRRLLキキーー＋＋エエンンタターーキキーー 

・・文文字字のの書書式式ククリリアア  CCTTRRLLキキーー＋＋ススペペーーススキキーー 

・・置置換換 CCTTRRLLキキーー＋＋HH 

・・印印刷刷ププレレビビュューー CCTTRRLL＋＋PP 

こんなパッケージを

店頭に飾った。

とと
きき
どど
きき
、、
雨雨
ふふ
りり

第第
2233
話話 

欲欲
しし
いい
商商
品品
にに
「「
気気
づづ
いい
たた
」」 

読読
者者
かか
らら
のの
エエ
ッッ
セセ
ーー

ベベルルフフままつつぞぞのの 
松松園園３３－－１１８８－－２２００  電電話話 ６６６６２２－－５５１１５５２２ 

営営業業時時間間 午午前前９９時時～～午午後後１１００時時 

箱箱清清水水・・高高松松方方面面行行ききななどどのの路路線線ももあありりまますす。。 

詳詳ししいい路路線線・・時時刻刻表表はは、、 

店店内内ににああるるチチララシシををごご覧覧くくだだささいい。。 

ままたた、、ネネッットトかからら下下記記をを見見てて下下ささいい。。 

hhttttppss::////wwwwww..iiwwaattee..ccoooopp//sshhoopp//bbuuss// 

 
＜＜配配達達地地域域＞＞ベベルルフフままつつぞぞのの店店をを中中心心にに「「半半径径２２kkmm以以内内」」。。 

緑緑がが丘丘地地域域もも配配達達圏圏内内でですす。。 

＜＜配配達達時時間間＞＞９９時時～～１１７７時時ままででのの受受付付分分はは、、当当日日配配達達。。 

１１７７時時以以降降のの受受付付分分はは、、翌翌日日配配達達でですす。。 

「「おお買買いい物物ババスス」」 

「「配配達達ササーービビスス」」（（無無料料））！！

夢夢ののよよううなな購購買買ススタタイイルル 

「「おお買買いい物物ババスス」」でで店店舗舗にに来来てて、、買買いい物物ををししまますす。。 

ササーービビススカカウウンンタターーでで「「荷荷物物ををここここままでで配配達達ししてて」」とと言言いいまますす。。 

ままたた手手ぶぶららでで無無料料ババススでで、、おお家家にに帰帰りりまますす。。 

少少ししすするるとと、、店店舗舗かからら荷荷物物がが配配達達さされれまますす・・・・・・。。 

              

新新時時刻刻表表でで 運運行行ししてていいまますす。。 

緑緑
がが
丘丘
方方
面面
へへ 

松松
園園
交交
番番 

P松松
園園 

消消
防防
署署 

岩岩
銀銀
ささ
んん 

北北
銀銀
ささ
んん 

リリニニュュアアルル！！ 

ドドララッッググ・・ココーーナナーーをを一一新新ししままししたた。。 

「「毎毎日日のの暮暮ららししにに、、ささららにに役役にに立立つつ」」 

そそんんなな、、おお店店をを目目指指ししままししたた。。 

VVooll．．55 
    生生ハハチチミミツツ 

非非
加加
熱熱
のの
ハハ
チチ
ミミ
ツツ
でで
すす
。。 

ハハ
チチ
ミミ
ツツ
のの
概概
念念
がが 

百百
八八
十十
度度
変変
わわ
りり
まま
すす
。。 

ｍｍｍｏｏｏｎｎｎｏｏｏ－－－ｈｈｈｏｏｏｎｎｎ
街街でで見見つつけけたた個個性性的的なな商商品品 

モモノノホホンンととはは、、「「本本物物」」のの業業界界用用語語風風

なな言言いい回回ししでですすねね（（笑笑））。。スステテキキなな商商

品品やや店店舗舗がが、、ここのの地地域域ににもも眠眠っってていいるる

とと思思いいまますす。。ホホンンモモノノををめめざざししてていいるる

商商品品ややおお店店をを見見つつけけたたいいとと思思いいまますす。。 

モモノノホホンン品品質質 
生生ハハチチミミツツをを食食べべたた人人がが

必必ずず言言ううららししいいでですす。。 

何何、、ココレレ？？ 

詳詳ししくくはは、、本本号号８８頁頁のの記記事事ををごご覧覧くくだだささいい。。 

「「
第第
３３
回回
岩岩
手手
県県
はは
ちち
みみ
つつ
品品
評評
会会

（（
岩岩
手手
県県
養養
蜂蜂
協協
会会
主主
催催
））」」
アア
カカ
シシ

アア
のの
部部
でで
出出
品品
6666
点点
中中
第第
２２
位位
とと
なな

りり
「「
日日
本本
養養
蜂蜂
協協
会会
会会
長長
賞賞
」」
をを
受受
賞賞

しし
たた
簗簗
場場
養養
蜂蜂
場場
ささ
んん
のの
「「
生生
ハハ
チチ
ミミ

ツツ
」」
でで
すす
。。 

（Ｃ）Ｎ．Ｈ

出身。



緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 

スススススステテテテテテキキキキキキなななななな文文文文文文具具具具具具       

 
（７）（７）

第第 22回回 

わわたたししのの場場合合

連連
載載 

葬祭事業で地域貢献している

駒木葬祭さんにお願いして「終

活のススメ」のエッセーを連載

します。（編集室）

還還か
え

るる
前前
のの

「「「「
終終終終
活活活活
」」」」

終終
活活
エエ
ッッ
セセ
ーー 

今どきの教育事情について「個別指導アクシス緑が丘校」の水野健太先生と
吉田航先生に綴っていただきます。（編集室）

第第 44回回 

失失敗敗はは成成功功のの源源

今今
どど
きき
のの

「「「「
学学学学
びびびび
」」」」

教教
育育
エエ
ッッ
セセ
ーー 

見見たたここととなないい文文具具、、ああるるんんでですすよよ！！ 

連載

可愛い文具、

今のトレンドです。

「「くくままががいい文文具具」」（（三三ツツ割割５５丁丁目目１１７７－－３３））ささんんにに 

受受けけ取取りりにに行行けけるる方方ののみみ、、ごご応応募募くくだだささいい。。 

読読読読者者者者ププププレレレレゼゼゼゼンンンントトトト！！！！ 
応応募募先先ははここちちららでですす。。 

別別ハハガガキキにに、、「「透透明明くくれれよよんん希希望望」」とと

記記載載ししてて応応募募くくだだささいい。。 

抽抽選選でで、、11 名名様様にに！！ 

東東山山堂堂 
ささんん 

←←松松園園・・桜桜台台 上上田田・・本本町町→→ 
ジジョョイイスス 
ささんん 

ＰＰ 

山山
岸岸
へへ 

緑緑
がが
丘丘
へへ 

抽抽選選でで、、１１名名様様にに！！ 

「「フファァミミママ西西松松園園店店」」（（西西松松園園１１丁丁目目１１－－１１５５））ささんんにに、、 

受受けけ取取りりにに行行けけるる方方ののみみ、、ごご応応募募くくだだささいい。。 ククイイズズｄｄｅｅププレレゼゼンントト 

ハハガガキキにに、、〒〒、、住住所所、、氏氏名名、、電電話話番番号号をを明明記記のの上上、、「「ククイイズズのの答答ええ・・・・・・・・」」とと記記載載。。 

葉葉書書ののみみででのの応応募募。。締締めめ切切りり、、令令和和 33年年 1100月月 55日日（（当当日日消消印印有有効効））。。 

当当選選品品引引換換券券のの発発送送をを持持っってて発発表表ににかかええまますす。。個個人人情情報報はは用用途途以以外外にに使使用用いいたたししまませせんん。。  

応応募募先先 〒〒002200--00661111 滝滝沢沢市市巣巣子子 220088番番地地 3311  ＮＮＰＰＯＯ法法人人 いいわわてて地地域域活活性性化化フフォォーーララムム 

「「緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん 丘丘」」編編集集室室 宛宛てて 

ここれれ、、何何ででししょょうう？？ 

前前号号のの正正解解はは 

「「ママススクク」」ででししたた。。 （（ヒヒンントト））ここんんなな角角度度でで見見るるとと・・・・・・ 

ププレレゼゼンントト品品 

タタンンブブララーー 

第第 66 回回  透透明明くくれれよよんん

新新感感覚覚ククレレヨヨンンでですす。。透透ききととおおるる発発色色がが楽楽ししいい。。 

55色色セセッットト、、1100色色セセッットト、、1166色色セセッットトががあありりまますす。。 

透透明明くくれれよよんん５５色色セセッットト 

色色
彩彩
はは
、、 

水水
彩彩
のの
よよ
うう
にに
淡淡
くく
てて
、、 

透透
明明
感感
がが
ああ
りり
まま
すす
。。 

従従
来来
のの
クク
レレ
ヨヨ
ンン
とと
はは
違違
いい
まま
すす
。。 

例例ええばば、、魚魚のの骨骨をを黒黒いい色色でで描描きき 

絵絵のの下下地地はは 

「「透透明明くくれれよよんん」」でで青青いい色色にに・・・・・・ 

下下地地のの青青いい色色がが透透けけまますす！！ 

ククレレヨヨンンでで描描いいたた緑緑色色ののツツリリーーがが 

透透けけてて見見ええまますす。。 

終終
活活
をを
考考
ええ
るる
きき
っっ
かか
けけ
やや
タタ
イイ
ミミ
ンン
ググ
はは
そそ
れれ

ぞぞ
れれ
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
。。
自自
分分
がが
病病
気気
でで
入入
院院
しし
たた
。。

とと
かか
、、
親親
やや
親親
戚戚
のの
葬葬
儀儀
をを
経経
験験
しし
たた
。。
ここ
んん
なな
時時

にに
もも
思思
うう
のの
でで
はは
なな
いい
でで
しし
ょょ
うう
かか
？？ 

私私
はは
、、
母母
がが
施施
設設
にに
入入
所所
すす
るる
時時
がが
きき
っっ
かか
けけ
でで

しし
たた
。。
母母
はは
認認
知知
症症
のの
たた
めめ
施施
設設
にに
おお
願願
いい
しし
まま
しし

たた
。。
そそ
のの
時時
にに
施施
設設
のの
方方
かか
らら
のの
確確
認認
事事
項項
のの
中中
にに

「「
病病
気気
にに
なな
っっ
たた
時時
、、
延延
命命
措措
置置
をを
しし
まま
すす
かか
？？
」」

とと
尋尋
ねね
らら
れれ
まま
しし
たた
。。
一一
瞬瞬
戸戸
惑惑
いい
まま
しし
たた
。。
少少
しし

考考
ええ
てて
私私
はは
、、「「
延延
命命
措措
置置
はは
しし
なな
いい
でで
くく
だだ
ささ
いい
。。」」

とと
おお
願願
いい
しし
まま
しし
たた
。。 

後後
でで
少少
しし
罪罪
悪悪
感感
がが
ああ
りり
まま
しし
たた
。。「「
本本
当当
にに
そそ
れれ

でで
いい
いい
のの
かか
？？
」」「「
母母
はは
、、
生生
きき
てて
いい
たた
いい
とと
思思
うう
だだ

ろろ
うう
かか
？？
」」
色色
々々
とと
考考
ええ
まま
しし
たた
。。「「
母母
にに
聞聞
いい
たた
らら

何何
とと
答答
ええ
たた
だだ
ろろ
うう
かか
？？
」」
とと
自自
分分
のの
中中
でで
答答
ええ
はは

出出
まま
せせ
んん
でで
しし
たた
。。
そそ
のの
後後
はは
考考
ええ
るる
のの
をを
避避
けけ
てて

いい
たた
のの
かか
もも
しし
れれ
まま
せせ
んん
。。
数数
年年
前前
にに
母母
がが
亡亡
くく
なな

っっ
たた
時時
にに
、、
施施
設設
のの
方方
にに
「「
最最
期期
はは
眠眠
るる
よよ
うう
にに
亡亡

くく
なな
りり
まま
しし
たた
よよ
。。」」
とと
言言
っっ
てて
いい
たた
だだ
いい
たた
時時
にに
少少

しし
安安
心心
しし
たた
気気
持持
ちち
がが
ああ
りり
まま
しし
たた
。。 

母母
のの
場場
合合
はは
特特
にに
大大
きき
なな
病病
気気
なな
どど
がが
無無
くく
、、
治治

療療
方方
法法
等等
でで
決決
断断
をを
迫迫
らら
れれ
るる
よよ
うう
なな
事事
もも
ああ
りり
まま

せせ
んん
でで
しし
たた
。。 

しし
かか
しし
、、
大大
きき
なな
病病
気気
をを
患患
いい
告告
知知
・・
治治
療療
方方
法法
・・

延延
命命
措措
置置
なな
どど
のの
決決
断断
をを
本本
人人
にに
伝伝
ええ
なな
かか
っっ
たた
場場

合合
、、
そそ
れれ
でで
良良
かか
っっ
たた
のの
かか
？？
もも
っっ
とと
他他
のの
方方
法法
がが

無無
かか
っっ
たた
のの
かか
？？
とと
苦苦
しし
みみ
一一
生生
後後
悔悔
すす
るる
方方
もも
いい

まま
すす
。。 

そそ
のの
後後
、、
自自
分分
もも
最最
期期
をを
迎迎
ええ
るる
時時
にに
残残
ささ
れれ
たた

家家
族族
がが
困困
らら
なな
いい
よよ
うう
にに
・・
・・
・・
。。
とと
思思
うう
よよ
うう
にに

なな
りり
終終
活活
をを
意意
識識
すす
るる
よよ
うう
にに
なな
りり
まま
しし
たた
。。 

先先
ずず
はは
、、
自自
分分
のの
思思
いい
をを
何何
かか
にに
残残
しし
てて
おお
きき
たた

いい
とと
思思
いい
””
エエ
ンン
デデ
ィィ
ンン
ググ
ノノ
ーー
トト
““
をを
書書
いい
てて
みみ

よよ
うう
とと
思思
いい
まま
しし
たた
がが
、、
思思
うう
よよ
うう
にに
書書
くく
ここ
とと
がが

出出
来来
まま
せせ
んん
でで
しし
たた((

笑笑))

。。
自自
分分
のの
そそ
んん
なな
体体
験験
かか

らら
思思
うう
のの
はは
、、
先先
ずず
はは
““
エエ
ンン
デデ
ィィ
ンン
ググ
ノノ
ーー
トト
””

まま
でで
いい
かか
なな
くく
てて
もも
自自
分分
のの
気気
持持
ちち
・・
家家
族族
へへ
のの
思思

いい
・・
友友
人人
やや
恩恩
師師
へへ
のの
思思
いい
をを
書書
きき
出出
しし
てて
みみ
るる
事事

かか
らら
始始
めめ
てて
みみ
てて
はは
いい
かか
がが
でで
しし
ょょ
うう
かか
？？
最最
初初
かか

らら
ああ
まま
りり
力力
をを
入入
れれ
過過
ぎぎ
ずず
家家
族族
へへ
のの
感感
謝謝
のの
言言
葉葉

やや
自自
分分
のの
幼幼
いい
時時
のの
想想
いい
出出
なな
どど
をを
まま
とと
めめ
なな
がが
らら

自自
分分
のの
気気
持持
ちち
をを
整整
理理
しし
、、
そそ
しし
てて
少少
しし
ずず
つつ
整整
理理

しし
てて
次次
にに
進進
んん
でで
いい
けけ
れれ
ばば
いい
いい
とと
思思
いい
まま
すす
。。 

（（
終終
活活
アア
ドド
ババ
イイ
ザザ
ーー
・・
馬馬
場場
ミミ
ツツ
子子
））

フファァミミリリーーママーートト 西西松松園園店店 

盛盛岡岡市市西西松松園園１１丁丁目目１１－－１１５５ 

コ
ン
ビ
ニ
・
ボ
―
イ

ああ
のの
子子
とと 

ココ
ンン
ビビ
ニニ
でで
待待
ちち
合合
わわ
せせ
。。 

硝硝
子子
製製
のの
青青
いい
ブブ
レレ
スス
レレ
ッッ
トト 

ああ
のの
子子
はは 

受受
けけ
取取
っっ
てて
くく
れれ
るる
かか
なな
？？ 

そそ
れれ
とと
もも 

ここ
のの
夏夏
、、
空空
振振
りり
かか
なな
？？ 

「「
仕仕
方方
なな
いい
」」
っっ
てて 

言言
ええ
なな
いい
よよ
（（
泣泣
））。。 

   ＰＰ

松松園園 
ババスス・・ 
タターーミミナナルル 

松松
園園
方方
面面 

四四
十十
四四
田田
ダダ
ムム

方方
面面 

緑緑
がが
丘丘
方方
面面 

写写
真真
付付
きき
おお
便便
りり
がが
、、 

阿阿
部部
店店
長長
ささ
んん
よよ
りり
届届
きき
まま
しし
たた
。。 

ファミリーマート西松園店・阿部店長さんご了解のもと、

「夏祭り」出店（でみせ）開催のご報告です。（編集室）。

街街でで見見つつけけたた新新鮮鮮なな話話題題 
第 16 回HHIILLLLSS NNEEWWSS

ヒヒルルズズ・・ニニュューースス 

８８
月月
７７
日日
にに
朝朝
かか
らら
一一
日日
限限
定定
でで

店店
舗舗
前前
でで
「「
夏夏
祭祭
りり
」」
出出
店店
（（
でで
みみ
せせ
））

がが
開開
催催
ささ
れれ
、、
大大
勢勢
のの
方方
のの
来来
店店
でで
賑賑

わわ
っっ
たた
そそ
うう
でで
すす
。。 

焼焼
きき
鳥鳥
、、
フフ
ララ
ンン
クク
、、
ララ
ムム
ネネ
、、
野野

菜菜
、、
くく
じじ
引引
きき
等等
にに
子子
どど
もも
・・
大大
人人
のの

人人
気気
がが
集集
まま
っっ
たた
とと
かか
。。 

「「
緑緑
がが
丘丘
しし
んん
ぶぶ
んん
」」
とと
しし
てて
もも
、、

粗粗
品品
なな
どど
でで
協協
賛賛
しし
まま
しし
たた
。。 

← フライヤー

「夏祭り」開催の案内です。

「また楽しみにしています。」という声があったそうです。

●●
ここ
んん
にに
ちち
はは
！！
能能
開開
セセ
ンン
タタ
ーー
緑緑
がが

丘丘
校校
のの
吉吉
田田
でで
すす
。。
想想
像像
をを
超超
ええ
るる
、、
ここ

れれ
まま
でで
経経
験験
しし
たた
ここ
とと
のの
なな
いい
社社
会会
不不

安安
まま
たた
社社
会会
のの
発発
展展
にに
よよ
りり
、、
正正
解解
のの
なな

いい
、、
予予
測測
不不
可可
能能
なな
社社
会会
へへ
とと
世世
のの
中中
はは

変変
貌貌
しし
つつ
つつ
ああ
りり
まま
すす
。。 

ここ
れれ
かか
らら
のの
時時
代代
はは
、、
今今
まま
でで
以以
上上
にに

チチ
ャャ
レレ
ンン
ジジ
しし
てて
いい
くく
ここ
とと
がが
増増
ええ
てて

くく
るる
よよ
うう
にに
思思
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
まま
たた
、、
学学

校校
だだ
けけ
でで
なな
くく
、、
ごご
家家
庭庭
でで
もも
おお
子子
ささ
まま

のの
チチ
ャャ
レレ
ンン
ジジ
をを
支支
援援
しし
てて
いい
たた
だだ
くく

ここ
とと
もも
不不
可可
欠欠
でで
すす
。。
そそ
のの
ああ
たた
りり
をを
踏踏

まま
ええ
てて
、、
今今
回回
のの
ココ
ララ
ムム
をを
少少
しし
でで
もも
ごご

参参
考考
にに
しし
てて
いい
たた
だだ
けけ
るる
とと
幸幸
いい
でで
すす
。。 

はは
じじ
めめ
にに
、、
内内
閣閣
府府
がが
行行
っっ
てて
いい
るる

「「
日日
本本
のの
若若
者者
意意
識識
のの
現現
状状
」」
とと
いい
うう
他他

国国
とと
比比
較較
しし
たた
調調
査査
結結
果果
がが
ああ
りり
まま
すす
。。

「「
自自
分分
自自
身身
にに
満満
足足
しし
てて
いい
るる
かか
？？
」」
とと

いい
うう
問問
いい
にに
対対
しし
てて
、、
「「
そそ
うう
思思
うう
」」
１１

００
．．
４４
％％
、、
「「
どど
ちち
らら
かか
とと
いい
ええ
ばば
そそ
うう

思思
うう
」」
３３
４４
．．
７７
％％
、、
肯肯
定定
的的
なな
評評
価価
をを

しし
てて
いい
るる
のの
がが
４４
５５
．．
１１
％％
とと
いい
うう
結結
果果

がが
でで
すす
。。
次次
にに
、、
「「
自自
分分
にに
はは
長長
所所
がが
ああ

るる
」」
とと
いい
うう
問問
いい
にに
つつ
いい
てて
はは
、、
「「
そそ
うう

思思
うう
」」
１１
６６
．．
３３
％％
、、
「「
どど
ちち
らら
かか
とと
いい

ええ
ばば
そそ
うう
思思
うう
」」
４４
５５
．．
９９
％％
でで
、、
肯肯
定定

的的
なな
評評
価価
をを
しし
てて
いい
るる
のの
がが
６６
２２
．．
２２
％％ 

にに
なな
りり
まま
しし
たた
。。
いい
ずず
れれ
にに
しし
てて
もも
、、
欧欧

米米
のの
国国
々々
やや
韓韓
国国
なな
どど
のの
アア
ジジ
アア
地地
域域
のの

若若
者者
よよ
りり
もも
低低
いい
デデ
ーー
タタ
がが
出出
てて
いい
まま

すす
。。 予予

測測
不不
可可
能能
なな
時時
代代
でで
ああ
るる
とと
いい
うう
ここ

とと
はは
、、
自自
分分
をを
信信
じじ
、、
自自
分分
のの
意意
思思
でで
動動

いい
てて
いい
かか
なな
けけ
れれ
ばば
いい
けけ
まま
せせ
んん
。。
上上
手手

くく
いい
くく
ここ
とと
ばば
かか
りり
でで
はは
なな
くく
、、
当当
然然
なな

がが
らら
壁壁
にに
ぶぶ
つつ
かか
りり
、、
悩悩
んん
だだ
りり
、、
もも
がが

いい
たた
りり
すす
るる
ここ
とと
もも
ああ
るる
でで
しし
ょょ
うう
。。 

私私
もも
時時
にに
そそ
うう
でで
すす
がが
、、
出出
来来
なな
いい
ここ

とと
のの
粗粗
探探
しし
ばば
かか
りり
しし
てて
しし
まま
うう
ここ
とと
もも

ああ
りり
まま
すす
。。 

たた
だだ
、、
大大
事事
なな
ここ
とと
はは
、、
望望
むむ
よよ
うう
なな

結結
果果
にに
なな
らら
なな
かか
っっ
たた
とと
きき
にに
どど
うう
対対
応応

すす
るる
かか
でで
すす
。。 

まま
ずず
はは
、、
失失
敗敗
しし
たた
原原
因因
・・
課課
題題
をを
追追

及及
すす
るる
対対
応応
とと
そそ
のの
うう
まま
くく
いい
かか
なな
かか
っっ

たた
体体
験験
かか
らら
何何
をを
学学
んん
だだ
のの
かか
をを
考考
ええ
るる

ここ
とと
がが
大大
事事
でで
すす
。。 

よよ
くく
ああ
りり
がが
ちち
なな
のの
はは
、、
結結
果果
ばば
かか
りり

をを
重重
視視
すす
るる
ああ
まま
りり
、、
取取
りり
組組
んん
だだ
過過
程程

をを
顧顧
みみ
ずず
、、
親親
子子
でで
落落
ちち
込込
みみ
・・
・・
・・
とと

いい
うう
ここ
とと
。。 

一一
番番
つつ
らら
いい
のの
はは
おお
子子
ささ
まま
自自
身身
でで
すす

かか
らら
、、
ぜぜ
ひひ
寄寄
りり
添添
っっ
てて
ああ
げげ
てて
ほほ
しし
くく

思思
いい
まま
すす
。。 

失失
敗敗
はは
成成
功功
のの
源源
でで
すす
。。 

失失
敗敗
しし
たた
時時
ここ
そそ
、、
結結
果果
をを
冷冷
静静
かか
つつ

真真
摯摯
にに
受受
けけ
止止
めめ
るる
チチ
ャャ
ンン
スス
でで
すす
。。 

才才
能能
やや
資資
質質
でで
はは
なな
くく
、、
まま
ずず
チチ
ャャ
レレ

ンン
ジジ
しし
たた
姿姿
をを
褒褒
めめ
てて
下下
ささ
いい
。。 

チチ
ャャ
レレ
ンン
ジジ
はは
本本
当当
にに
勇勇
気気
がが
いい
るる
ここ

とと
でで
すす
。。 

まま
たた
、、「「
経経
験験
にに
勝勝
るる
もも
のの
なな
しし
」」
でで
すす

のの
でで
、、
たた
くく
ささ
んん
のの
場場
数数
をを
踏踏
まま
せせ
てて
、、

おお
子子
ささ
まま
がが
成成
長長
しし
てて
いい
くく
ここ
とと
をを
意意
識識

しし
てて
いい
たた
だだ
けけ
るる
とと
よよ
いい
とと
思思
いい
まま
すす
。。 
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（（有有））柿柿沢沢電電器器

選選びび方方ののココツツととししてて・・・・・・ 
本本体体がが大大きき過過ぎぎずず、、おお手手入入れれ部部品品がが少少ななめめカカンンタタンンななここととももちちょょっっとと

ししたたポポイインントトでですす。。 
パパナナソソニニッッククのの機機種種はは、、ごご家家庭庭でで使使いいややすすいい、、ババラランンススののととれれたた全全自自

動動ココーーヒヒーーメメーーカカーーととししてて、、おおススススメメでですす。。 



 

緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 （８）

「「魅魅」」？？  馬馬?? 

非加熱ハチミツを生まれて初めて食べて、感激しました。（編集室）

編編
集集
後後
記記 

第第 7700 回回 
回回 

ここんんななににユユニニーーククなな方方がが。。 

丘丘丘丘のののの上上上上のののの人人人人  
簗簗場場
や な ば

 孝孝一一
こういち

 ささんん  

「「何何、、ココレレ？？」」…………生生ハハチチミミツツをを食食べべたた人人がが必必ずず言言いいまますす。。 

定定
年年
退退
職職
しし
てて
養養
蜂蜂
業業
をを 

自自
家家
消消
費費
のの
つつ
もも
りり
でで
会会
社社
勤勤
めめ
のの
時時
かか
らら
小小
規規
模模
にに

ハハ
チチ
ミミ
ツツ
をを
作作
っっ
てて
いい
まま
しし
たた
。。 

出出
張張
のの
たた
びび
にに
自自
分分
でで
作作
っっ
たた
ハハ
チチ
ミミ
ツツ
をを
おお
土土
産産
とと

しし
てて
差差
しし
上上
げげ
たた
りり
しし
てて
、、
ハハ
チチ
ミミ
ツツ
のの
評評
判判
がが
良良
いい
ここ

とと
をを
体体
験験
かか
らら
知知
っっ
てて
いい
まま
しし
たた
。。 

（（ 雫雫石石町町 簗簗場場養養蜂蜂場場 経経営営 ）） 

趣趣
味味
はは
釣釣
りり
でで
しし
たた 

会会
社社
勤勤
めめ
のの
頃頃
のの
趣趣
味味
はは
、、
ゴゴ
ルル
フフ
でで
はは
なな
くく
、、
釣釣
りり

でで
しし
たた
。。
鮎鮎
釣釣
りり
でで
しし
たた
ねね
。。
米米
代代
川川
とと
かか
閉閉
伊伊
川川
にに
もも

行行
きき
まま
しし
たた
。。
今今
はは
釣釣
りり
行行
けけ
なな
くく
なな
りり
まま
しし
たた
。。
毎毎
日日

蜂蜂
のの
飼飼
育育
でで
とと
てて
もも
忙忙
しし
いい
でで
すす
。。 

養養蜂蜂家家ささんんにによよっっててはは、、８８月月ににななっっててもも根根ここそそぎぎハハチチミミツツをを採採取取

ししててししままううととこころろががあありりまますす。。私私もも１１００年年くくららいい前前ままででややっってていいまま

ししたた。。越越冬冬用用にに砂砂糖糖をを溶溶かかししててややるる。。 
今今はは、、越越冬冬用用ののハハチチミミツツをを残残ししてておおききまますす。。そそううすするるとと蜂蜂がが生生きき

延延びびるる率率がが高高くくななりりまますす。。ハハチチミミツツはは、、ももととはは蜂蜂のの食食べべ物物でですすししねね。。

「「
悪悪
口口
をを
言言
うう
人人
ほほ
どど
不不
幸幸
にに
なな

るる｣｣

とと
いい
うう
見見
出出
しし
がが
ネネ
ッッ
トト
かか
らら
出出

てて
来来
てて
、、
思思
わわ
ずず
読読
みみ
入入
りり
まま
しし
たた
。。 

つつ
まま
りり
はは
、、
悪悪
口口
をを
言言
うう
とと
、、
そそ
れれ

をを
繰繰
りり
返返
すす
よよ
うう
にに
なな
るる
。。
そそ
のの
たた

めめ
、、
周周
囲囲
のの
人人
にに
「「
よよ
くく
悪悪
口口
をを
言言
うう

人人
」」
とと
思思
わわ
れれ
てて
、、
人人
かか
らら
信信
頼頼
ささ
れれ

なな
いい
よよ
うう
にに
なな
るる
。。
そそ
のの
結結
果果
、、
「「
幸幸

せせ
路路
線線
」」
をを
外外
れれ
てて
いい
くく
、、
とと
いい
うう
ここ

とと
でで
しし
たた
。。
気気
をを
付付
けけ
なな
きき
ゃゃ
ねね
、、
とと

思思
うう
もも
のの
のの
、、
ハハ
タタ
とと
思思
いい
当当
たた
りり
まま

しし
たた
。。
ここ
のの
場場
合合
、、
「「
悪悪
口口
」」
をを
言言
っっ

てて
いい
るる
のの
でで
はは
なな
くく
、、
一一
種種
「「
確確
信信
」」

をを
言言
っっ
てて
いい
るる
。。 

だだ
とと
すす
れれ
ばば
、、
疑疑
うう
べべ
きき
はは
、、
そそ
のの

「「
確確
信信
」」
のの
ほほ
うう
かか
もも
しし
れれ
なな
いい
。。 

つつ
まま
りり
、、
自自
分分
のの
「「
確確
信信
」」
をを
人人
にに

押押
しし
付付
けけ
るる
とと
、、
「「
幸幸
せせ
路路
線線
」」
をを
外外

れれ
てて
いい
くく
。。
そそ
うう
いい
うう
ここ
とと
かか
もも
？？ 

とと
自自
戒戒
をを
込込
めめ
てて
思思
いい
まま
すす
。。 

ハハガガキキにに、、〒〒、、住住所所、、氏氏名名、、電電話話番番号号をを明明記記のの上上、、 

「「生生ハハチチミミツツ希希望望」」とと記記載載。。葉葉書書ののみみででのの応応募募。。 

締締めめ切切りり、、令令和和 33年年 1100月月 1155日日（（当当日日消消印印有有効効））。。 

当当選選品品引引換換券券のの発発送送をを持持っってて発発表表ににかかええまますす。。 

個個人人情情報報はは用用途途以以外外にに使使用用いいたたししまませせんん。。  

応応募募先先 〒〒002200--00661111 滝滝沢沢市市巣巣子子 220088 番番地地 3311   

ＮＮＰＰＯＯ法法人人 いいわわてて地地域域活活性性化化フフォォーーララムム 

「「緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん 丘丘」」編編集集室室 宛宛てて 

簗簗
場場
養養
蜂蜂
場場
ささ
んん
よよ
りり 

３３
個個
もも
ププ
レレ
ゼゼ
ンン
トト
がが
ああ
りり
まま
すす
。。 

 生生ハハチチミミツツ 

「「フファァミミママ西西松松園園店店」」ささんんにに 

（（西西松松園園１１丁丁目目１１－－１１５５）） 

受受けけ取取りりにに行行けけるる方方ののみみ、、 

ごご応応募募くくだだささいい。。 

抽抽選選でで３３名名様様にに！！ 

読読読読者者者者ププププレレレレゼゼゼゼンンンントトトト！！！！ 

養養
蜂蜂
業業
はは
キキ
ツツ
いい 

退退
職職
後後
のの
生生
業業
とと
しし
てて
米米
作作
りり
もも
考考
ええ
まま
しし
たた
がが
、、
体体

にに
もも
イイ
イイ
とと
思思
いい
まま
しし
てて
養養
蜂蜂
業業
をを
始始
めめ
まま
しし
たた
。。 

休休
めめ
なな
いい
位位
にに
拡拡
大大
しし
てて
すす
ごご
くく
大大
変変
でで
すす
。。 

養養
蜂蜂
箱箱
はは
三三
段段
かか
四四
段段
でで
、、
そそ
のの
中中
にに
女女
王王
蜂蜂
がが
一一
匹匹

いい
まま
すす
。。
ここ
れれ
をを
一一
群群
、、
二二
群群
とと
数数
ええ
まま
すす
。。
今今
はは
、、
全全

部部
でで
七七
十十
六六
群群
ああ
りり
まま
すす
。。 

やや
りり
甲甲
斐斐
がが
ああ
るる
養養
蜂蜂
のの
仕仕
事事 

農農
業業
もも
大大
変変
でで
すす
がが
、、
養養
蜂蜂
のの
辛辛
ささ
のの
ほほ
うう
がが
我我
慢慢
でで

きき
まま
すす
。。
養養
蜂蜂
はは
、、
やや
りり
甲甲
斐斐
がが
ああ
りり
まま
すす
。。 

たた
だだ
、、
蜂蜂
をを
七七
十十
群群
もも
飼飼
うう
とと
休休
めめ
るる
日日
がが
無無
いい
んん
でで

すす
よよ
。。
蜂蜂
はは
生生
きき
物物
だだ
かか
らら
、、
とと
思思
いい
まま
すす
がが
。。
足足
がが
吊吊

っっ
てて
歩歩
けけ
なな
くく
なな
るる
くく
らら
いい
忙忙
しし
いい
でで
すす
（（
苦苦
笑笑
））。。 

七七
月月
のの
蜂蜂
蜜蜜
はは
黒黒
砂砂
糖糖
のの
よよ
うう
なな
味味
がが 

「「
黒黒
蜜蜜
」」
とと
いい
うう
表表
現現
をを
使使
っっ
てて
いい
まま
すす
がが
、、「「
百百
花花
蜜蜜
」」

とと
言言
いい
まま
すす
。。
ここ
れれ
がが
喜喜
ばば
れれ
るる
んん
でで
すす
。。 

体体
にに
もも
イイ
イイ
とと
言言
わわ
れれ
てて
いい
まま
すす
。。
養養
蜂蜂
家家
をを
やや
っっ
てて

いい
てて
嬉嬉
しし
いい
のの
はは
、、
おお
客客
ささ
んん
にに
喜喜
ばば
れれ
るる
とと
きき
でで
すす
ねね
。。 

ハハ
チチ
ミミ
ツツ
にに
はは
栄栄
養養
素素
がが
イイ
ッッ
パパ
イイ 

加加
熱熱
しし
てて
いい
るる
ハハ
チチ
ミミ
ツツ
もも
流流
通通
しし
てて
いい
まま
すす

がが
、、
加加
熱熱
処処
理理
にに
はは
そそ
れれ
なな
りり
のの
理理
由由
がが
ああ
るる
とと

思思
わわ
れれ
まま
すす
。。 

たた
だだ
、、
自自
然然
のの
栄栄
養養
素素
はは
でで
きき
るる
だだ
けけ
手手
をを
加加

ええ
なな
いい
よよ
うう
にに
しし
たた
いい
とと
思思
っっ
てて
いい
まま
すす
。。 

非非
加加
熱熱
のの
ハハ
チチ
ミミ
ツツ
はは
、、
自自
然然
にに
一一
番番
近近
くく
てて

栄栄
養養
素素
もも
破破
壊壊
ささ
れれ
てて
いい
なな
いい
とと
言言
わわ
れれ
てて
いい
まま

すす
。。 もも

っっ
とと
もも
、、
一一
歳歳
未未
満満
のの
乳乳
幼幼
児児
はは
抵抵
抗抗
力力
がが

無無
いい
のの
でで
ハハ
チチ
ミミ
ツツ
をを
与与
ええ
てて
はは
イイ
ケケ
まま
せせ
んん
。。 

採採
取取
出出
来来
たた
もも
のの
だだ
けけ
をを
出出
すす
スス
タタ
イイ
ルル 

非非
加加
熱熱
ハハ
チチ
ミミ
ツツ
をを
口口
にに
しし
たた
ここ
とと
がが
無無
いい
、、

そそ
んん
なな
方方
がが
ほほ
とと
んん
どど
だだ
とと
思思
わわ
れれ
まま
すす
。。 

栄栄
養養
素素
がが
自自
然然
のの
まま
まま
なな
のの
でで
、、
体体
にに
はは
良良
いい

はは
ずず
でで
すす
。。
加加
熱熱
処処
理理
をを
しし
てて
いい
なな
いい
のの
でで
「「
怖怖

いい
」」
とと
思思
わわ
れれ
るる
方方
がが
ああ
るる
かか
もも
しし
れれ
なな
いい
でで
すす

がが
、、
人人
体体
はは
思思
っっ
てて
いい
るる
以以
上上
にに
賢賢
いい
でで
すす
。。 

体体
にに
イイ
イイ
ここ
とと
はは
確確
かか
でで
すす 

或或
るる
程程
度度
のの
菌菌
はは
体体
にに
良良
いい
、、
ここ
れれ
をを
称称
しし
てて

「「
免免
疫疫
系系
」」
とと
言言
うう
のの
でで
すす
かか
、、
カカ
ララ
ダダ
がが
防防
御御

反反
応応
をを
すす
るる
とと
言言
わわ
れれ
てて
いい
まま
すす
。。 

生生
ハハ
チチ
ミミ
ツツ
のの
中中
にに
入入
っっ
てて
いい
るる
菌菌
はは
自自
然然
界界

のの
もも
のの
でで
すす
しし
、、
逆逆
にに
ハハ
チチ
ミミ
ツツ
にに
はは
殺殺
菌菌
作作
用用

がが
ああ
るる
とと
言言
わわ
れれ
てて
いい
まま
すす
。。
ここ
れれ
はは
「「
百百
花花
蜜蜜
」」

とと
言言
いい
まま
すす
（（
編編
集集
室室
のの
取取
材材
陣陣
がが
試試
食食
ささ
せせ
てて

もも
らら
うう
））。。
食食
べべ
たた
人人
はは
必必
ずず
、、「「
何何
、、
ココ
レレ
？？
」」

とと
言言
いい
まま
すす
。。
ハハ
チチ
ミミ
ツツ
はは
季季
節節
ごご
とと
にに
味味
がが
変変

わわ
りり
まま
すす
。。
蜂蜂
のの
ほほ
うう
がが
季季
節節
のの
花花
をを
求求
めめ
てて
飛飛

んん
でで
いい
まま
すす
かか
らら
ねね
。。 

通通
販販
ササ
イイ
トト
もも
賑賑
わわ
っっ
てて
いい
るる
よよ
うう
でで
すす 

生生
ハハ
チチ
ミミ
ツツ
のの
効効
能能
にに
つつ
いい
てて
はは
、、
通通
販販
ササ
イイ

トト
かか
らら
たた
くく
ささ
んん
出出
てて
きき
まま
すす
。。
口口
内内
炎炎
のの
ここ
とと

やや
病病
気気
のの
予予
防防
効効
果果
にに
つつ
いい
てて
書書
かか
れれ
てて
ああ
りり
まま

すす
。。
実実
はは
、、
ウウ
チチ
のの
生生
ハハ
チチ
ミミ
ツツ
をを
食食
べべ
たた
方方
かか

らら
のの
反反
響響
にに
驚驚
いい
てて
いい
まま
すす
。。 

間間
違違
っっ
てて
女女
王王
蜂蜂
をを
養養
蜂蜂
箱箱
にに
二二
匹匹
、、

入入
れれ
てて
しし
まま
っっ
たた
らら
どど
うう
なな
るる
かか
とと
いい

うう
とと
、、
どど
ちち
らら
のの
女女
王王
蜂蜂
をを
選選
ぶぶ
かか
はは
、、

働働
きき
ババ
チチ
がが
決決
めめ
るる
んん
でで
すす
よよ
。。 

面面
白白
いい
でで
しし
ょょ
？？ 

女女
王王
蜂蜂
がが
産産
んん
だだ
卵卵
をを
子子
孫孫
にに
残残
すす

たた
めめ
にに
一一
所所
懸懸
命命
頑頑
張張
るる
のの
はは
働働
きき
ババ

チチ
のの
ほほ
うう
だだ
かか
らら
、、
そそ
れれ
はは
当当
然然
とと
言言
ええ

ばば
当当
然然
でで
すす
がが
、、
働働
きき
ババ
チチ
のの
ほほ
うう
にに

もも
、、
どど
のの
ハハ
チチ
をを
女女
王王
蜂蜂
にに
すす
るる
かか
「「
好好

みみ
」」
がが
ああ
るる
らら
しし
いい
んん
でで
すす
（（
笑笑
））。。

製製
造造
業業
のの
会会
社社
員員
だだ
っっ
たた
ここ
ろろ
「「
品品

質質
管管
理理
」」
とと
いい
うう
のの
をを
仕仕
込込
まま
れれ
たた
経経

験験
がが
ああ
りり
、、
そそ
れれ
がが
今今
養養
蜂蜂
業業
にに
もも
生生

かか
ささ
れれ
てて
いい
まま
すす
。。 

実実
際際
、、
第第
三三
回回
岩岩
手手
県県
養養
蜂蜂
組組
合合
のの

品品
評評
会会
でで
【【
一一
般般
社社
団団
法法
人人
日日
本本
養養
蜂蜂

協協
会会 

アア
カカ
シシ
アア
部部
門門
】】
でで
会会
長長
賞賞
をを

受受
賞賞
しし
まま
しし
たた
。。 

企企
業業
秘秘
密密
でで
すす
がが((

笑笑))

ここ
だだ
わわ
りり

をを
持持
っっ
てて
蜂蜂
のの
飼飼
育育
やや
はは
ちち
みみ
つつ
のの

採採
みみ
つつ
をを
行行
なな
っっ
てて
おお
りり
まま
すす
。。 

製製
造造
業業
のの
技技
術術
屋屋
ささ
んん
でで
ああ
っっ
たた

事事
かか
らら
機機
械械
のの
修修
理理
もも
大大
手手
養養
蜂蜂
メメ

ーー
カカ
かか
らら
請請
けけ
負負
っっ
てて
おお
りり
、、
そそ
ここ
かか

らら
もも
色色
々々
情情
報報
交交
換換
しし
てて
いい
まま
すす
。。 

もも
ちち
ろろ
んん
親親
しし
いい
養養
蜂蜂
家家
とと
もも
蜂蜂

のの
飼飼
育育
なな
どど
にに
つつ
いい
てて
情情
報報
交交
換換
しし

てて
いい
まま
すす
。。 

ここ
んん
なな
感感
じじ
でで
「「
まま
ぁぁ
、、
ここ
んん
なな
もも

んん
でで
良良
いい
だだ
ろろ
」」
のの
妥妥
協協
はは
でで
きき
まま
せせ

んん
ねね
。。 

面面白白ココララムム 蜂蜂のの生生態態 

昔昔、、親親父父ががややっってていいたた養養蜂蜂ででのの本本物物ののハハチチミミツツをを食食べべてて、、そそれれままでで

知知っってていいたたははちちみみつつのの味味とと全全くく違違ううののででビビッッククリリししたたののがが養養蜂蜂家家にに

ななっったたキキッッカカケケでですす。。 
最最初初のの 55 年年ぐぐららいいはは蜂蜂をを越越冬冬ささせせらられれずず苦苦戦戦ししままししたたがが、、独独学学でで試試

行行錯錯誤誤ししてて今今でではは 110000%%のの越越冬冬率率をを確確立立ししままししたた。。 
ははちちみみつつのの品品質質管管理理ににつついいててののここだだわわりり技技術術ににつついいててはは、、全全国国ののリリ

ピピーータターーささんんかからら問問いい合合わわせせがが来来てていいまますす。。

緑が丘校

『小４ マンスリー講座』
【日程】 9/10（金） 9/24（金） 10/8（金） 10/2２（金） 11/5（金） 11/19（金） 12/3（金）

【時間】 17:00～18:30 【教科】算数・国語（各 45分）   【費用】 テキスト費 660円

【全 7回】
授業料

無料

≪もうすぐ定員≫ お申込みはお早めに

◎ 隔週ペースで無理なく始められる
◎ 学校の進度で、深く学ぶ…学ぶ楽しさ&発見するワクワク感
◎ 宿題チェック&アドバイスで身につく学習習慣

マンスリー講座のポイント

★クラスだけど少人数でしっかり指導
★小４生対象特別講座

無
料 通 塾 体 験
小学     年生５ ６ 中学        年生１ ２ ３

２学期からの塾選びに。１週間まるごと体験。

学校よりちょっと難しい内容にチャレンジし楽しむ小学生やハードな部活動に所属しながら、一・三・四・北高校合格に向けて頑張っている中学生が多数在籍！

頑張る人がたくさん通う緑が丘校で、良い刺激を感じてみてください。他の塾と迷っている人も大歓迎！まずは自分の目で確かめてみてください。

事前面談

学習のお悩みを

お聞かせください。

体験授業  一週間通ってみよう！※１日のみでもＯＫ 結果報告

授業での様子のご報

告や、今後の学習アド

バイスを行います。

体
験
の
流
れ

お申込

みお電話ください。

hhttttppss::////wwwwww..iinnssttaaggrraamm..ccoomm//yyaannaabbaayyoohhoo// 

EE--mmaaiill  kkooiicchhii..yyaannaabbaa@@jjeeaannss..ooccnn..nnee..jjpp 

種種蜂蜂がが欲欲ししいい養養蜂蜂家家ささんんがが来来るるこことと

ががあありりままししたた。。かかつつててはは、、箱箱ごごとと譲譲るるここ

ととももあありりままししたた。。 
個個人人でで生生ハハチチミミツツをを生生産産・・販販売売ししてていい

るるののでで、、量量ははああままりり出出せせなないいでですすがが、、なな

るるべべくく安安価価ににすするる努努力力ををししてていいまますす。。 
道道のの駅駅ななどど数数カカ所所でで販販売売ししてていいまますす。。 

 養養蜂蜂場場はは、、御御所所湖湖畔畔にに面面ししてていいてて環環境境

のの良良いい場場所所ににあありりまますす。。 
雫雫石石町町野野中中２２７７－－２２ 


